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理事選挙についてのお知らせ

1999年度よりの日本神経化学会理事選挙を会則・催促にもと付き、郵便投票により行います.

投票締切期日 1999年2月10日(水)

神経化学 Vol.37 (No. 4) (1998)の巻末に記載した会員名簿を持って選挙人名簿といたします。 但し、

1998年8月9日以前に入会された正会員の方に限ります。

1998年11月13日

理事選挙 日程

1998年 9月20日選挙監理委員の委嘱

12月末 選挙人名簿(1998年8月9日現在)送付

候補者推薦(1999年1月8日まで)

1999年 1月下旬投票用紙、理事候補者名簿の送付

異議申請(1999年2月1日まで)

2月10日(水)投票締切(消印有効)

2月12日(金)開票、選挙管理委員会の開催、当選者の決定

理事候補者の推薦について(依頼)

日本神経化学会

選挙管理委員会

1999年に行われます理事の改選にあたり、元評議員(但し現理事及び1933年3月1日以前出生者は除く)

は理事候補となりますが、その他の正会員の方でも正会員2名以上の推薦があれば、候補者として登録され

ます.適任者があれば、 1999年 1 月 8 日までに事務局まで推薦ノ ~iJ{署名・捺印の上、文書で申請して下さ

U、

1998年11月13日

選挙管理委員会

選挙管理委員

井上順雄(委員長) 阿相暗晃 今泉美佳 高橋正身 藤田忍
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次の時代を目指して

日本神経化学会理事長小宮義埠

ヒトの脳は時間経過を正確に認識するのが苦手であるといわれている。確かに“脳の10年"ということが

アメリカでいわれてからすでに何年が経過したかをとっさに思い出すのは、それほどたやすいことではない。

“脳の世紀"にしても同様であろう。そこで多くの人々は日記をつけたりしてこれを補っている。しかし今

年、 1998年はどなたかが歴史的試みと表現されたような神経化学会と神経科学学会の合同大会がはじめて行

なわれた年としてしっかりと記憶に刻み込まれれるのではないであろうか。

新橋駅から乗ったユリカモメは目の前に見えている有明ピッグサイトに、あきれるほどの遠回りをしてよ

うやく到着する。ちょうどこの合同大会までの道のりのように・.

そして、私は恥ずかしながらビッグサイトが BigSightだ、ということをここに来てはじめて知った。これが

今の東京都財政を危機におとしめているバブルの落し子か等と考えている蝦もなく大会は始まった。この大

会の印象記は別に用意されると思うのでここでは触れない。

さて問題はこの大会をどの様に評価するかである。会期中におうかがし、した会員の皆様方の評判は内容・

雰囲気ともに素晴らしいという意見が多く、おおむね良好であった。これは参加演題数が昨年の両学会の合

計よりも80題ほど多く、参加した人数も400人あまり上回っていることからも支持されよう。特にどちらの

学会にも入会していないで参加し、当日入会された方たちが859人もあったことは注目しでもよい。これは

昨年のはほ2倍に近く、合同で開催した効果と考えてもよいのではないだろうか。この人たちがどの様な動

機で参加してくれたかを知ることができれば、今後の本学会のあり方を考える上でおおいに参考になるであ

ろう。いずれにしても将来計画委員会では、会員の皆様にアンケート調査をして合同大会の分析を行なう予

定である。このアンケートには神経化学会の今後についても設聞が予定されているので、会員の方々には率

直なご意見をお寄せ頂きたい。同時に数多くの困難を乗り越えてこのような盛大な合同大会を開催された神

経化学会の御子柴克彦会長、及び神経科学学会の庚川信隆会長、そしてそれぞれの組織委員会の各先生方に

本学会会員の皆様を代表して心からお礼申し上げたい。

来年の神経化学会第42回大会は広島で、中村重信会長のもとに行われる予定である。ここでは精神神経薬

理学会とタンデム型ジョイント大会という新しい方式が計画されており、公開シンポジウムもすでに企画委

員会で準備が着々と進行しているようである O

これらの試みの結果を踏まえて、来るべき21世紀を私たちの神経化学会はどのような方向に進んで行くべ

きか、会員の皆様の活発なご討論を期待している。

(1998・10・28記)



理事会議事録

平成10年度第2回理事会

日時:1998年9月20日(日 14:00-16:30

会場:パレスピル C会議室

出席者:小宮義理、三木直正、植村慶一、加藤泰治、熊倉鴻之助、栗山欣弥、高坂新一、高松研、

辻省次、遠山正禰、融道男、野村靖幸、芳賀達也、御子柴克彦

佐武明、中嶋照夫(監事)

宮本英七(国際対応委員長)

竹田 稔(科研費調査委員長)

池中一裕(シンポジウム企画委員長)

古市貞一(第41回大会組織委員)

中村重信(第42回大会長)、三森康世(第42回大会組織委員)

欠席者:井原康夫(理事)

議題:

1.庶務報告

加藤庶務担当理事より、庶務報告が行なわれた。

会員数(平成10年7月31日現在 2，013名

名誉会員 9名

一般会員 1，792名

学生会員 175名

賛助会員 23名

団体会員 14名

新入会員(平成9年9月l日以降 142名

退会者 ~ 207名

物故会員

粛藤 喜八先生(評議員/大阪大・歯・薬理)

戸田 裕之先生(杏林大・医・共同施設RI部門)

山崎 誠先生(秋田大・鉱山)

竹下 英康先生(南ケ丘病院)

3 
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2.出版・広報報告

熊倉出版広報担当理事より、報告が行なわれた。

(1) ['神経化学」出版の件

例年、 2号をプログラム号、 3号を抄録号として大会事務局で作製していただいているが、本年は合

同大会のため合同大会事務局の作製となった。合同大会における抄録がA4サイズのため、予め理事会

の了承を得て本学会の37巻2号(プログラム号)及び第3号(抄録号)もA4サイズとした。

抄録号について印刷会社の手違いにより、神経科学学会に係る原稿と差違えによる印刷ミスが発送直

後に判明したため、早急に対応策を検討し下記の処置を取った。

-正誤表を印刷会社より全会員に送付した。

.500部を印刷し直し、理事・名誉会員・賛助会員・団体会員及び寄贈先各機関に再送付した。また、

希望者には刷り直した抄録号を大会会場で取り換えることとした。

・大会会場に神経化学会の評議員会/総会の案内を掲示して周知させることとした。

(2)第40回日本神経化学会英文抄録掲載の件

昨年、松山で開催された大会の英文抄録についてはDr.Lajthaより ['NeurochemicalReseachJ 1999年

1月号に掲載されるとの連絡を受けている。

今回より英文抄録原稿の受渡しが従来のペーパーから電子ファイル形式へと変更されたが、書式につい

ての双方の打合せが不十分だ、ったために、書式を直すのに時間を要しており例年よりも掲載が遅れている。

第41回大会の英文抄録についても同様の問題が生じることが予想されるため、事前にDr.Lajthaと大会事

務局との聞で打合せをしていただくこととした。

また、 Dr.Lajthaからの提案で、第40回を記念する大会なので、塚田裕三先生が第40回大会特別講演で講

演された「神経化学と共に50年」を英文におまとめいただいたものを英文抄録と一緒に掲載させていた

だくことになっている。

(3) ホームページの件

本学会のHP(http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/jsnlindex.html) を文部省学術情報センターのAcademicSoci-

ety Home Village (http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/) に移管する作業が終了した。今後、学会のHPをどのよ

うな形で充実させていくのかを課題としていきたい。

また、 ISNが中心となって管理しているWorldNeurochemical Societi白 (http://www.umich.edu/-neurchem/)

というHPにリンクを張った。このHPにはISN、APSN、ASN、ESN等にもリンクが張られている。

3.委員会報告の件

(I)科研費調査委員会

竹田委員長より平成11年度科研費審査委員候補者推薦の件について説明があり、引続き小宮理事長よ

り補足説明がなされた。

-平成11年度科研費審査委員候補者推薦の件

本学会では、昨年、平成10・11年度第 1段審査委員候補者選出選挙と平成11年度第2段審査委員候補

者選出選挙を実施した。

第l段審査委員については、得票用買に上位より 6名を候補者として推薦し、そのうち 3名が審査委員と
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して任命された。

通常、審査委員の任期は l年だが、本学会としては慣例として2期継続して任命されるという理解を

していた。

しかし、日本学術会議から届いた平成11年度第 I段審査委員候補者推薦依頼では、 3名の委員のうち、

平成11年度も継続して委員を任命される予定の者は l名のみであり、残る 2名の審査委員枠については、

委員数の倍数 (4名)を新たに候補者として推薦するようにとの指示だ、った。

本件に関しては、昨年「平成10・11年度第1段審査委員候補者選出選挙jとして選挙を実施しているた

め、昨年の選挙結果は平成11年度第l段審査委員候補者推薦にあたっても継続して有効であるとの見解

が小宮理事長より示された。従って、昨年の平成10・11年度第 l段審査委員候補者選出選挙の上位得票

者のうち、平成10年度に委員を任命された3名を除いた上位4名を推薦した。

平成11年度2段審査委員候補者については、薬理学会との申合書通りに推薦依頼がきたので昨年実施

された平成11年度第2段審査委員候補者選出選挙結果の上位2名をそのまま推薦した。

また、平成11年には平成12・13年度第l段審査委員候補者選出選挙を実施する予定である 0

.科研費の採択状況について

細目「神経化学・神経薬理学」での平成9年度及び10年度の採択件数は若干増加傾向にあり、 27%程

度の採択率を推定している O

また文部省では審査終了後に審査委員を公表するようになっている。色々な分野で幅広く「神経化学J

の研究題目が重なっており、ディスクロージャーされた情報を見ると関連の細目において本学会に関与

されている先生方の活躍も目立つ。

合同大会を機に、こういった情報を活用し、今後、本学会が進む方向性を考える材料としていきたい。

(2)国際対応委員会

宮本委員長より以下の報告がなされた0

.ISNの件

今年、ロシアで開催されたESNにおいてISNのカウンシルが聞かれた。席上で第18回国際神経化

学会 (2001年/ブエノスアイレス)のProgramCommitteのChairmanとして池中一裕教授が選出さ

れた。

JSNとして池中教授をサポートするワーキンググループを国際対応委員会の下部機関として1999

年度より発足させることが了承された。またグループの人選は宮本委員長、池中教授で進める事と

した。

また、 ISNでは会員の拡充を図っており、日本神経化学会会員でISNに加入していない人に、入会

を呼びかけてはどうかという提案がなされた。

尚、来年、 ISNのカウンシルの改選選挙が行なわれる。 JSNとしては御子柴克彦教授を推薦したいと

考えている。

. APSNの件

今年、韓国で第4回APSNが開催された。次回第5回は2000年にオーストラリアで開催される予定。

第6回については2002年にシンガポールで開催される予定だが、開催を2003年にずらしてISNとAP-

SNを合同で開催する案を検討している。
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尚、韓国でのAPSNが終了したのに伴い、首脳陣が変更された。日本からは宮本英七教授が財務

担当理事を、植村慶一教授・御子柴克彦教授が理事をお務めになられている。

(3)研究助成金等候補者選考委員会

御子柴委員長より以下の報告がなされた。

1.平成10年度推薦状況

1)ファイザーヘルスリサーチ振興財団

応募なし

2)日産学術研究助成

一般研究(学会内応募3件)

岡村 均氏(神戸大学医学部解剖学第2講座)

「晴乳類時計遺伝子発現制御機構の研究」

森山 芳則氏(大阪大学産業科学研究所)

「生体リズムホルモン・メラトニンの合成・分泌制御に関する研究J

奨励研究

応募なし

3)内藤科学振興財団

応募なし

の井上学術賞(学会内応募2件)

森 啓氏(大阪市立大学医学部老年研究部門)

「アルツハイマー病における老人斑形成機序に関する基礎医学的研究J

5)プレインサイエンス振興財団(大会会期中の委員会にて選考予定)

研究助成(学会内応募2件)

海外派遣研究助成(学会内応募l件)

2.平成9年度採択状況

1)ファイザーヘルスリサーチ振興財団

不採択

2)日産学術研究助成

不採択

3)ブレインサイエンス振興財団

不採択

(4)将来計画委員会

三木委員長より以下の報告がなされた。

大会会期中に開催される委員会において、合同大会の評価をどのような形で行なうかを検討したい。

今後の学会の活性化のためにも会員に対してアンケートを実施したいが、アンケートの内容について

は郵送による持ち回りによって事前に理事会に諮る予定でいる。尚、アンケートは年内に実施し、 2

月に開催される次回の理事会で集計結果を報告したい。

また、過日、学会宛に科学技術会議より「クローン技術に関する基本的な考え方について(科学技
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術会議クローン小委員会中間報告)Jのうち特に「人のクローン個体の産生に関して」意見を求めら

れた。理事長より、将来計画委員会において意見をまとめるようにとの指示があり、大会会期中の委

員会で取り纏めて回答する予定でいるO

(5) シンポジウム企画委員会

池中委員長より以下の報告がなされた。

今回3回目を迎える公開シンポジウムは病態を分子レベルで解明する事を主眼として継続したテー

マで行われている O

委員会は基礎医学者4名、臨床医学者4名で構成され、シンポジウムのオーガナイザーについても

基礎・臨床から 1名ずつが当たるようにしている O

今年より予算措置を取っていただいたので、ポスターを作製し、評議員各位に単独で送付したが、

来年以降はプログラムもしくは抄録に同封して送付し、郵送代の節約を検討したい。

また、会告掲載依頼も大会とは別に公開シンポジウムとして雑誌社等に依頼したが、今後は他学会

の例を参照して、大会の会告掲載とカップリングとし、相乗効果を狙っていきたい。

他学会の公開シンポジウムでは文部省科学研究費補助金研究成果公開促進費「研究成果公開発表

(C)で補助金を受けている例もあるので、本会でも今後申請を検討する事とした。尚、申請はシンポ

ジウム企画委員会が主体となり理事長名で学会として申請する事になる O

4.プログラム編成報告

御子柴大会長より、以下の報告が行なわれた。

第41回日本神経化学会大会は第21回日本神経科学学会との合同大会として開催されるため、プログラム

は全体的に両学会をカバーするように編成した。

1)演題数集計結果

特別講演

シンポジウム

ミニシンポジウム

一般演題(ポスター発表)

チュートリアルセミナー

総演題数

2)特別講演

5題

11セッション 54題

15セッション 70題

1126題

6セミナー 19題

1274題

最近の脳神経研究で特に著名な業績をあげている5名にお願いした。

3)シンポジウムとミニシンポジウム

「神経化学J36巻4号で公募した。特に研究の進展が著しくトピックスとなっているテーマについて

は、予めシンポジウムに 8枠、ミニシンポジウムに 9枠を指定テーマとして設けた。応募のあった18テ

ーマ(シンポジウム 9、ミニシンポジウム 7、分類不明 2)について審議した結果、指定枠を含めてシ

ンポジウム11テーマ54演題、ミニシンポジウム15テーマ70演題を採用した。

4)一般演題(ポスター発表)

一般演題はすべてポスター発表とした。不採択のものはなく、演題を各カテゴリー毎に分類して発表

することとした。
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5)チュートリアルセミナー

最近の脳神経研究では多種多様な新しい解析法の導入がなされており、特に最新の研究技術の開発・

応用には目を見張るものがあることから、最新の機器・試薬の原理や応用の紹介と技術交流するための

チュートリアルセミナーを関連機器・試薬メーカーを対象に公募した。 6杜より本学会にふさわしい企

画の応募があり、すべて採択された。

6)プログラム委員会

高坂新一(委員長/精神・神経センター)、石川紘一(日本大・医)、岡本 仁(理研・脳研)、北村邦

男(埼玉医大)、楠 進(東京大・医)、熊倉鴻之助(上智大・生命研)、小宮義薄(群馬大・医)、高橋

正身(三菱化学生命研)、高松研(東邦大・医)、西川 徹(精神・神経センター)、芳賀達也(東京

大・医)、古市貞一(東京大・医科研)、御子柴克彦(東京大・医科研)

5.会計報告

高坂会計担当理事より、平成 10年度会計中間報告(平成 10年 1 月 1 日 ~7 月 31 日)及び平成10年度決算

見込報告があり了承された。

6.平成11年度予算の件

高坂会計担当理事より、平成11年度予算(案〕の説明がなされ了承された。

尚、「大会運営補助費jは平成4年度より30万円から50万円に増加し、更に平成8年度より現行の75万

円に引き上げられているが、昨今の経済状況や学会開催に対する寄付行為への厳しい締付け等を勘案して

平成12年度予算から100万円を計上する事とした。

7.評議員選任の件

下記の評議員候補者を審査し、了承されたため、第1回理事会で承認された4名とあわせて評議員会・総

会に諮ることとした。

-中村洋一(愛媛大・医・生理学)

また、学会の活性化の課題として、今後、評議員や評議員会のあり方を将来計画委員会を中心として継

続的に審議していくこととした。

8.理事改選の件

平成11年2月末日をもって現理事の半数が改選される。「神経化学J37巻4号に公示を行ない、年明け

に改選選挙を実施する予定でいる。選挙に先立ち選挙管理委員会を設置し、下記の5名に選挙管理委員会

を委嘱することが了承された。

阿相 暗晃(都老人研)、井上順雄(横浜市大)、今泉美佳(上智大)、高橋正身(三菱化学生命研)、藤

田忍(三菱化学生命研)

9.名誉会員推薦の件

加藤庶務担当理事より、平成9年度第2団理事会でご推薦され、平成10年度第 l回理事会で承認された
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平野修助氏を評議員会・総会に諮ることが確認された。

また、名誉会員推薦書の授与は、名誉会員推薦書を作製するようになった平成8年度の横浜大会より、

大会懇親会の席上で行われていたが、今回は合同大会としての懇親会のため、評議員会・総会の席上で執

り行うことで了承された。

名誉会員推薦書は学会として極めてオフィシャルなものなので、今後、授与は総会の席上で行い、大会

懇親会でご挨拶を頂戴することとした。

10.第42回日本神経化学会の件

中村重信大会長より、現在の準備状況について説明がなされた。

期日:平成 11年 9 月 15 日 ~9 月 17 日

会場:広島国際会議場

尚、日本神経精神薬理学会と一部日程を重複させ、公開シンポジウムを中心にジョイントする方向で検

討している。

11.第43回日本神経化学会の件

第43回日本神経化学会の大会長候補者として複数の候補者が推薦され、理事長から候補者に内意を伺っ

ていただくこととした。

また、他学会との共催等については、将来計画委員会のアンケート結果を見た上で改めて協議すること

とした。

12. そのイ也

(1)生物科学・学会連合(仮称)の件

過白、参加を呼びかけられていた本連合について、 5月8日に東京で第1回目の連絡会議が開催され、

13学会(日本遺伝学会、日本細胞生物学会、日本植物学会、日本植物生理学会、日本神経学会、日本神

経科学学会、日本生化学学会、日本生態学会、日本生物物理学会、日本動物学会、日本発生生物学会、

臼本分子生物学会、日本免疫学会)の参加があり、本学会からは小宮理事長・加藤庶務担当理事が出席

した。

「化学JI物理学JI数学」は日本学術会議において研究連絡委員会を持ちまとまった活動をしている

が、「生物学」ではそういった意味においてまとまりに欠けている。従って連絡会議の場を設けてはど

うかというのがそもそもの趣旨だったと理解している。

本連合は当面 1)国家公務員採用試験第一種に「生物j合格者を積極的に採用して欲しいという要望書

を関係省庁に提出する 2)教育の面から、所調「理科離れJを防ぐために、基礎生物科学と生物学教育の

振興を図りたいの 2点を主たる目的としており、科学研究費の細目要求や審査委員の選出といった、

各学会の利益や営利的目的のための活動はしないが、科学技術立法に関しては大いに指示し積極的に提

出していきたいという事で合意を得ている。

今後、運営についての申合せ事項を具体的に詰めていく予定である。



10 神経化学 Vol. 37 (No. 4)， 1998 

評議員会・総会議事録

日時:平成10年9月 22 日(火1l :00~12:00

会場:東京ビッグサイト

議事:

1 .理事長報告

小宮理事長より最近の学会活動や今後の展望についての包括的な報告がなされた。

2.庶務報告

加藤庶務担当理事より会員状況報告等、庶務関連報告がなされた。また、逝去会員に対し、追悼の意を

表し黙祷を捧げた。

3.出版広報報告

欠席された熊倉出版広報担当理事・編集委員長に代わり、加藤庶務担当理事よりこの1年間の出版広報

関係および学会ホームページの状況と今後の計画等について報告がなされた。

4.プログラム編成報告

御子柴会長より、プログラム編成経過が報告された。

5.委員会報告

(1)国際対応委員会

宮本委員長より報告がなされた。

(2)研究助成金等候補者選考委員会

御子柴委員長より報告がなされた0

(3)将来計画委員会

三木委員長より報告がなされた。

(4)シンポジウム企画委員会

佐野委員より報告がなされた。

(5)シンポジウム企画委員会

竹田委員長より報告がなされた。

6.平成9年度決算の件

高坂会計担当理事より平成9年度決算書が説明された。引き続き中嶋監事より監査報告がなされ、了承

された。



7.平成11年度予算の件

高坂会計担当理事より平成II年度予算(案)の説明がなされ、了承された。

8.評議員選任の件

加藤庶務担当理事より、新評議員として以下の5名が示され了承された。

中村重信(広島大・医・内科学)

西川 徹(国立精神・神経センター)

岡野 栄之(大阪大・医・バイオメデイカルセンター)

吉岡 充弘(北海道大・医・薬理学)

中村洋一(愛媛大・医・生理学)

(受付}II買/任期:平成13年総会終了迄、所属は申請時のもの)。

9.名誉会員推薦の件

理事会から推薦された下記のl名について了承された。

平野修助氏

10.理事改選の件

11 

平成II年2月末日をもって現理事の半数が改選される。理事選出選挙にあたり、選挙管理委員会を発足

し委員5名を委嘱することについて報告がなされた。

11.次期大会の件

中村重信会長より、概要が説明された。

第42回日本神経化学会

会長:中村重信(広島大学医学部第3内科)

期日:平成II年9月 15 日 ~9月 17 日

会場:広島国際会議場

(報告内容等については、理事会議事録を参照のこと)
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収入の部

勘定科 目
一般会費

賛助会費

団体会費

会誌売上代

雑収入

計

前年度繰越金(※)
メ口当、 計

支出の部

勘定科 目
大会運営補助費

学会誌作成費

学会誌発送費

英文抄録関係費

国際交流費

特別シンポジウム予備費

会議費

通信連絡費

印刷費

事務用品費

ホームページ維持費

雑 費

委託費

特別事業積立金

予備費

計

次年度繰越金

iロL 計
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日本神経化学会
平成11年度予算案
(平成11年1月1日-12月31日)

平成11年度予算 平成10年度予算
12，510，000 12，870，000 
1，450，000 1，450.000 
140.000 190.000 
430.000 430，000 
400，000 400.000 
14.930.000 15.340.000 
19，625，574 17，256.867 
34.555，574 32，596，867 

平成11年度予算 平成10年度予算
750，000 750，000 
5.000，000 6.500.000 
1. 110.000 1. 110，000 
50.000 50.000 
500.000 500.000 
300.000 300.000 
1.000.000 1.500，000 
1.000，000 900，000 
900.000 800. 000 
10，000 10，000 
500.000 500.000 
300.000 300.000 
5.500.000 5.500.000 
500.000 500.000 
500.000 500.000 
17.920.000 19.720，000 
16，635.574 12.876.867 
34.555.574 32.596.867 

備 考

※決算見込額

備 考



収入の部
勘定科 目

一般会費

賛助会費

団体会費

臨時会費

会誌売上代

英文抄録掲載料

雑収入

計

前年度繰越金

l口k 計

支出の部
勘定科 目

大会運営補助費

学会誌作成費

学会誌発送費

英文抄録関係費

国際交流費

特別シンポジウム予備費

会議費

通信連絡費

印刷費

事務用品費

雑 費

委託費

予備費

計
次年度繰越金
メ口当、 計

日本神経化学会
平成9年度決算

(平成9年1 月1B~12月31 日〉

平成9年度予算 平成9年度決算
13，050，000 12，251.550 
940，000 1. 450， 000 
126，000 140，000 
175，000 392，000 
430，000 300，000 
600，000 。
550，000 252，063 
15，871，000 14，785，613 
17，518，867 17，518，867 

33，389，867 32，304，480 

平成9年度予算 平成9年度決算
750，000 750，000 
6，500，000 2，854，125 
1. 110，000 719，880 
500，000 28，360 
500，000 200，000 
300，000 86，450 
1，500，000 1，032，995 
1，300，000 1.046，474 
1，200，000 917，040 
10，000 2，210 
300，000 264，179 
5，700，000 5，266，193 
500，000 。
20，170，000 13，167，906 
13，219，867 19，136，574 

33，389，867 32，304，480 

13 

備 考

備 考



14 神経化学 Vol.37 (No. 4)， 1998 

日本神経化学会

平成9年度会計監査報告書

本会平成 9年度会計収支報告の監査の結果は、

公正かっ適正なものであると認定致します。

平成 10年 1月 21日

日本神経化学会

監事/グ/主刻、 6局-禁;

監事寸府、~~> J~動
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太陽と情熱の国アルゼンチンヘ

-2001年国際神経化学会プログラム委員長就任に際してー

岡崎国立共同研究機構生理学研究所池 中 一 裕

プエノスアイレス (BuenosAires)はどこの固に

あるのか知っていますか。そう「アルゼンチンJ

です。太陽と情熱の園、日本から最も遠い憧れの

園、アルゼンチンです。このプエノスアイレスで

2001年に国際神経化学会(lSN)が開催されます。

全世界の神経化学者が集まり、研究成果の発表を

行い、シンポジウムを聞き、旧友と友好を深め、

そして南米の夜にインデイオとともに南十字星を

ながめる、有意義な学会です。是非みんな一緒に

ブエノスアイレスに行って楽しみましょう。

さて、このISNのプログラム委員長に就任するよ

うにとの要請が私に舞い込んできました。プログ

ラム委員会は学会の発表形式、シンポジウム、ワ

ークショップの数、その他どのように学会のサイ

エンスが運営されるか全て決定し、大会委員長も

その委員の一員でしかありません。プログラム委

員長はこの件に関しでかなりの決定権を持ち、大

会委員長とベアを組んで学会を盛り上げます。実

際どうしてこのような役に私が指名されたのか、

本当に泣きたくなります。思えば心当たりがあり

ます。私は現在ベルリン19991SNのプログラム委員

の一人であり、諸先輩方から日本の代表としてし

っかり意見を述べて、日本人がシンポジウムの世

話人や演者として活躍できるようにがんばって来

なさい、と叱日宅激励を受けました。これを真に受

け、プログラム委員会で騒ぎ過ぎました。だいた

い「うるさい奴は委員長をやらせろ」というのは

世の決まりですよね。でも、泣いてばかりおられ

ません。本当にISN会員にとって有意義な学会にし

なければなりません。どうしたら良いでしょうか。

まず、会員の方がどのようなサイエンスを望んで

いるか、知る必要があります。また、学会として

将来どのような学問方向に向かつて行きたいのか、

も考慮に入れる必要があります。実はこれが本当

に大事であり、大変なことなのです。神経系の国

際的な学会と言えば Societyfor Neuroscienceがあ

り、巨大な学会で全ての神経分野をカバーしてい

ます。このような学会が一方にあるので、 ISNがど

ういう特徴を出して、何に焦点を絞るのか、じっ

くり考えて方向性を打ち出さないとNeuroscience

と比べて興味の少ないものになってしまいます。

現在、学会の方向性についてISN理事会でよく討論

して欲しいと申し込んでいるところであります。

とにかく ISNは皆さんの学会ですので、どのよう

な学会が望ましいのか、皆さんからのご意見もど

んどん参考にしながら考えていきたいと思います。

是非、ご協力のほどをお願いいたします。
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r Conformational Disease:蛋自の構造変化、凝集から神経細胞変性まで』
を企画して

はじめに

松山大会の折り聞かれた企画委員会で、次回は

神経変性疾患に共通する分子基盤として、蛋白の

構造変化と凝集の問題をとりあげようという話し

が持ち上がり、群馬大学の田代先生と私が発案の

責任をとってオーガナイズさせて頂くこととなっ

た。企画にあたっては、病態指向の研究のみに偏

ることなく、蛋白物理化学や細胞生物学の視点を

も組み入れるようシンポジストの人選を進めた。

公開シンポジウム開催の時間帯には他に幾つもの

シンポジウムが組まれていたにもかかわらず、大

会場を充たす聴衆が集まり質疑も活発であった。

会員各位の協力、応援にこの機会を借りて心から

感謝したい。

"Conformational Disease"の意昧

ある病態の発症機構を生体を構成する蛋白の構

造変化、異常凝集に求めようとする考え方が俄に

浮上してきている。神経疾患の中で、この"Con-

formational Disease"として理解されるものには、

Alzheimer病、 Huntington舞踏病、ある種の脊髄小

脳変性症、そしてprion病が含まれる。ごく最近で

は、家族性筋萎縮性側索硬化症のモデル動物にお

いてやはり蛋白凝集塊が神経細胞内に確認されて

いる (Science，281:1851-1853， 1998)。病因論的に

異なるこれらの疾患が、共通の分子基盤のうえに

成立するという考え方は斬新なものであり、この

新しい疾患概念の登場により、これらの神経疾患

における神経細胞死のメカニズムが新しい視点で

柳津勝彦
(国立長寿医療研究センター)

捉えられる可能性が出てきた。

脳内における蛋白凝集の病的意義に関しては、

細胞外のpアミロイド、 prionアミロイドのように

その神経毒性が確認されているものがある一方、

細胞内(核内)蛋白凝集塊の病的意義については

不明で、ある。最近のCell誌上を賑わせているよう

に (Cell，95:1-4， 41-53， 55-66， 1998)、蛋白凝集塊自

体に毒性があるのか、あるいは神経細胞の生存の

上で必須な機能性蛋白が共凝集してしまうことに

問題があるのか、様々な可能性を今後検討すべき

であろう。さらに構成蛋白が構造変化を獲得し凝

集を開始する分子機序の解明が個々の疾患に関し

て明らかにされなければならず、また蛋白の構造

異常を誘導あるいは回復させる分子シヤペロンの

役割についても今後ますます議論されることにな

ろう。

さて、今回のシンポジウムでは発表順に柳淳、

貫名により、それぞ、れAlzheimer病、 Huntington舞

踏病において凝集・沈着するamyloidβprotein、

huntingtinについての蛋由化学研究の展開が提示さ

れ、小野によりヒトのpnon病モデルとして最近注

目されているyeastprionが紹介された。それぞれ

の蛋白が異常構造を獲得する過程は不明であり、

今後の研究に期待したい。つぎに油谷はリゾチー

ムの構造安定性の視点からアミロイド形成機構を

論じ、最後に蛋白の構造変化と分子シャベロンと

の関連が矢原によって講演された。各シンポジス

トによるレビューとオリジナルデータの紹介は、

それぞれ我々の理解を深めるうえで価値あるもの



であったが、時間の制限で充分な質疑ができなか

ったことを残念に思う。

公開シンポジウムに期待すること

筆者は公開シンポジウム企画委員であり、その企

画、運営に関する意見は委員会において議論すべ

き立場にあるが、編集者の求めに応じ若干の私見

を述べさせて頂く。まず企画に関しては、精神・

神経疾患の分子基盤を多角的に議論するという公

開シンポジウムの主旨に即したものであれば形式

やシンポジストの人選など柔軟に考えて良いと思

われる。オーガナイザーは、企画のテーマに精通

し、しかも意欲的に取り組む方であれば会員、非

会員にこだわることなく広く候補者を求めて良い

17 

であろう。また企画委員会には中堅、若手の研究

者を中心に新しいメンバーをどんどん受け入れ、

構成員のターンオーバーは盛んにした方が良いと

思われる O 次に「公開性」については、このシン

ポジウムの目的の一つが会員、非会員間の交流、

情報交換をとうしての学会活動の活性化にあるな

らば、聴衆としては研究者、学生を対象とすべき

であると思われる。従って、一般を対象とした市

民公開講座的内容とは自ずと異なるであろう O 最

後に、一人でも多くの会員が参加できるようプロ

グラム作成時には開催時間帯の配慮をお願いした

し、。

(シンポジストの敬称、は略させて頂きました。)
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「大きさが質も変える(合同大会に参加して)J

ゆりかもめに初めて乗り、何かで見慣れたレイ

ンボーブリッジやテレビ局の建物を間近に見て

「ああこれかJと納得しながら会場のピッグサイト

に着き、とりあえずポスター会場へ。昨年度の松

山大会の数倍はある広さの中に、 400題近くのポス

ターが並んでおり、その盛況きには圧倒されます。

また、気付かれた方も多いと思いますが、広いポ

スタ}会場はそのままではなくその約 5分の 1を

仕切って小さくして、無駄な空間を滅らしてあり、

結果的に絶妙のポスター間隔になっています。の

っけから主催者の心憎い配慮に感心いたしました。

独立したポスター討論時聞があり、ランチョン

セミナーがあり、数多くのミニシンポジウムがあ

り、ピアパーティがあり・・・と形式的には松山

大会とよく似ていますが、合同大会は何事につけ

ても 4~5 倍の規模でした。昨年との違いはすべ

てこの規模の違いに集約できます。私共のように

両方の学会に所属している人がかなりいることを

考えると、合同大会の演題数や参加者数は両方の

足し算よりかなり下回るはずであるのに、開催し

てみると、足し算以上に膨れ上がったのは、どう

いう要因によるものでしょうか?東京という土地

の利が効いたのかもしれませんが、初めての合同

大会という意味で何か大変なことが起こるのでは

ないかという期待感が、これまで興味はあっても

学会大会に参加しなかった人々まで引き寄せた結

果ではないでしょうか。合同大会のボリュームメ

中村洋一

(愛媛大学医学部生理学教室)

リットの第ーはこの裾野を広げることによる質の

多様化でしょう。

私にとっての学会参加の目的は、新しいライバ

ルの出現を警戒し私がライバルにな

りたい相手を捜索することに加えて、普段ご無沙

汰している研究者としての同士(大先輩、先輩、

同輩、後輩)に対面して話をすることです。そこ

での気の置けない会話は、普段の大学でのストレ

スを解消し、刺激を受けることにより、新たな意

欲のi原になります。その意味でも多くの人と出会

うことのできる大きな学会大会のメリットがあり

ます。

大会運営経費の面でも参加者が多いほど一人当

たりの経費は下がりますので経済的にも運営は楽

になると思います。それぞれの学会の質が違いま

すので、毎年合同大会をする必要もないかと思い

ますが、合同大会を二年に一度は開いてはどうで

しょうか。神経分野の小さいトピックスについて

は半日あるいは一日だけの研究会がいろいろな主

催者により頻繁に行われています。合同大会のな

い隔年はこれら研究会をそれぞれの学会で共催な

り後援することでよいのかもしれません。

合同大会という初めての試みを成就された、運

営に当たられた諸先生方のご苦労に感謝して、ま

た近い将来合同大会が聞かれることを瀕って筆を

置きます。
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41回日本神経化学会大会に参加して

台風6号が接近する中 9月21日から23日の間東

京都臨海副都心にある国際展示場で神経化学会と

神経科学会の合同大会が開催された。普段通りで

あれば関連のあるセッションだけ参加するので 1

日や 2日は不参加表明をしているところですが、

今回は3日開通しで参加してしまいました。理由

はいたって簡単で3日間を通して関連するセッシ

ヨン又は聞きたいセッションがあったからなので

す。これはやはり合同大会のなせる技なのか、連

日レベルの高い発表がポスターで発表しでありつ

い足が向いてしまったというのが正直なところで

す。われわれの研究はアルツハイマー病の神経細

胞死機構なので 1日目から細胞死、アルツハイマ

ー病のセッションに参加しました。それらの発表

を聞きながら、周りの研究を見て回ることができ

ました。 3日目はわれわれのグループの発表を行

いました。最終日でもあり、又その日は休日でし

たので、参加者の皆さんはお帰りになっているだ

ろうと予測していたのですが、 l時から 3時半ま

での問聴衆が途絶えることもなく、多くの方にわ

れわれの研究を説明することができました O 中に

高島明彦
(理化学研究所、脳科学研究センター)

はアルツハイマー病の研究を直接やっていらっし

ゃらない方々にも説明することができ、非常に有

意義であったと思っています。

学会では自分たちが行った研究を多くの人に理

解してもらうこと O 自分たちの研究に利用できる

研究方法や情報を得ること。共同研究の申し込み

や、共同研究者たちとの話し合いなどが主な参加

の目的になります。今回の学会は参加者も多く、

多くの人と話をしいくつかの共同研究を約束する

事が出来ましたO その意味で今回の学会には参加

して良かったと思っています。ただしかし以前に

比べて話す側も聞く側にも緊張感が薄れてきたよ

うに思えます。神経化学会で行われてきた緊張感

を持った議論はそれぞれの研究の進展に大きな役

割を果たしてきたと思っていますので少しだけ物

足りなさを感じま LたO 今後合同会議が回を重ね

るごとに多くの熱心な議論が出てくることを期待

しています。今後も今回のような 1度の出席で多

くの情報を得られる合同大会が開催されることを

願っています。
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第41回日本神経化学・第21回日本神経科学合同大会印象記

第41回日本神経化学・第21回日本神経科学合同大

会が、平成10年9月21日から23日まで東京ピック

サイトで開催された。今回は両学会初の合同学術

集会ということで、昨年の両学会の合計演題数を

上回る1126の一般演題が寄せられ、またシンポジ

ウム11、ミニシンポジウム15、特別講演 5という

大規模な学術集会となった。当然のことながら、

内容は分子から脳高次機能まで多岐にわたり、現

在日本で行われている神経科学研究全体を概観で

きる貴重な機会となったといえよう。このような

大規模な大会になったためであろう、一般演題は

すべてポスター発表となったのも今回の大きな特

徴で、興味のあるシンポジウム等を渡り歩きなが

ら空いた時間にポスター発表を見て、効果的に時

間を使うことができた。

以下に印象に残ったシンポジウムについて簡単

に感想を述べたい。シンポジウムというと演者が

それまでの仕事のレヴユーに終始することがまま

ある。それはそれでいいのだが、シンポジウムの

テーマに沿いつつ自分の仕事を紹介した上で、ふ

だんの学会発表や論文では述べられない問題意識

や本音のようなものが聴けると、聴き手としては

ぐっと興味が出てくるものだ。

シンポジウム「高次機能のイメージング:成果

と問題点」ではfMRIを中心として様々な話題が提

供されたが、中田(新潟大脳研)はfMRIを用いた

脳高次機能研究の落とし穴について(おそらくあ

えて)極めて辛錬な調子で述べ立てた。中田氏に

よるとfMRIのデータには、 ScienceやNatureにpub・

小林恒之
(理化学研究所脳科学総合研究センター

ブレインウェイグループ)

lishに掲載されている論文でさえartifactを意味ある

応答としているものがあるらしい。今後ますます

重要になるであろう高次機能研究にとって fMRIは

まことに魅力的な測定方法であるが、この発表を

聞いて冷や水を浴びせかけられた人も多かったの

でないだろうか?

ミニシンポジウム「システム神経科学方法論の

Cutting edgeJでは今話題の計測法として、 fMRI、

光計測、 PET、マルチユニット・レコーデイングが

紹介された。特にマルチユニット・レコーデイング

に関しては、その記録法と実験例について楼井

(京大霊長研)が、解析法と理論について伊藤(京

都産業大工学部)が発表した。シンポジウム後に

棲井氏から直接聞いたところでは、棲井氏と伊藤

氏との問で事前に話し合い、発表内容を相Eに関

連させ2つで 1つのまとまった話になるよう工夫

したのとのことだ‘った。発表者側のこのような配

慮は大変有り難い。お二人ともそれぞれの分野で

活発にに仕事をされているだけに、この2つの発

表をベアーにして聴くことでマルチユニット・レコ

ーデイングの理論と実践の両面について勉強する

いい機会となった。

シンポジウムを聴き終え会場を出る頃には夜の8

時ちかくになっていた。いささか披れたし、空腹

とアルコール摂取の誘惑にさいなまれるようにも

なっていた。しかし、これだけ豊富な内容を 3日

間に盛り込んだ実行委員会の苦労を思うと、そん

な賛沢はいっていられないと自戒しつつ夜の町に

向かった。
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感想

新橋から新交通ユリカモメに乗り込み、ちょっ

と奇妙な光景の続くベイエリアをぐるりと廻ると、

目前にこれまたどこか冷たい光を放っ近未来風建

築が出現・・・今回の「神経化学会・神経科学会

合同大会jという歴史的イベントの舞台、東京ピ

ックサイトにやって来ました。建物に入ってみる

と??なんだかあまりヒトケがしないぞ、と思っ

たら、やっぱりここがだだっ広かったんですね。

受付を済ませてポスター会場に入るとそこには既

に熱いデイスカションを交わす人々の熱気がムン

ムン!いやー、ホッとした。

個人的には中枢神経系の可塑的な変化を分子レ

ベルで語るのに必要な「キーワードjを探してい

るのですが、シナプスを舞台として新しい役者が

顔を出しつつあるのかな、と感じました。ポスタ

ーをめぐりつつ、イメージを膨らませ、新たに湧

き出る疑問を別のポスターの前でぶつけてみ

梶井 靖

(国立精神・神経センター神経研究所疾病研究第3部)

る・・・そんな風にして時間はあっという聞に過

ぎて行きました。今回印象に残ったことの一つは、

実にさまざまなパックグランドを持つ人々が「脳

の研究」に集まっているという事実でしょうか。

かく言う私もmicrobiologyからmolecularbiology、

そしてbrainresearch へと進んできているのです

が、今回の自分のポスターでのデイスカッション

において、多彩なパックグランドを持つ人々から

の予想外の発言が極めて興味深く感じられました。

ある研究対象に関する専門家集団内での「詰め将

棋J的な応酬、とは一味違った刺激で、未知現象

解明へのチャレンジという研究の醍醐味を再認識

させてくれた気がします。これも合同大会のおか

げではないかと思います。現実の運営上はいろい

ろと困難もあるのでしょうが、私のような未熟者

にとってはこのような刺激に満ちた形で今後も大

会が開催されることを希望します。
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ルイ・パストール大学一日本 コロキュウム

日本とフランスの文化交流はここ数年顕著なも

のがあります。今後ますます多様化し発展するこ

とを奨励するため、「フランスにおける日本年」

(1997-1998)及び「日本におけるフランス年」

( 1998-1999) を組織し、臼仏両国間の紳を強化す

ることにしました。 1989年来、ルイ・パストール

大学と日本の大学・国立研究所が学術交流協定を

結び、研究者の栢互交流をおこなってきています。

「フランスにおける日本年」に際してULPは日本の

12人の若手研究者 (40歳以下)を招待し、同じく

ULPを中心とするフランスの12人の若手研究者と

の交流を目的としてこのコロキュウムを組織しま

した。本コロキュウムはフランス科学アカデミー

及び在ストラスプール日本総領事館の援助・高配

のもとに、 1997年12月10日から1997年12月14日ま

での日程で開催されました。

ルイ・パストール大学友ぴス卜ラスブール市レ

セプション

12月10日(水曜日)

初日は、ルイパストール大学総長主催による歓

迎会が開かれ、日本とフランスの各12人が会合し

ました。日本の各研究者に対してそれぞれ専門分

野を同じくするフランスの研究者をパートナーに

組み合わせ期間中さらに意思の疎通がはかられる

よう配慮されていました。歓迎会の後、市内観光、

ストラスプール市とアルザス地方の説明がなされ

ました。ストラスプールはライン河上流の川岸の

ローマ時代から交易都市として栄えてきています。

そのアルフォンス・ドーデ作[最後の授業]に描

かれた国境の町で、第 1次.2次世界大戦で数え

辻本哲宏

(東京大学医学部神経生理)

切れない悲劇を生みました。その反省の上に立っ

て設立されたのが、欧州議会(恒久開催地)、欧州

評議会とそれに附属する欧州人権裁判所などの国

際機関が置かれています。また、日本政府の提唱

と援助によるヒューマン・フロンティア・サイエ

ンス機構事務局もあります。このストラスプール

はフランスの都市ですが、ドイツからの観光客も

多く町中ではフランス語・ドイツ語が飛び交って

いました。ストラスプール大学はルイ・パストー

ル(科学、医学、経済系)、人文科学、ロベール・

シューマン(政治、法学系)の3つかなる複合大

学で、ほかに、 CNRS(国立科学研究所)、 INSERM

(国立医学研究所)などの研究期間もあります。ま

た、フランスのエリート養成機関として知られる

国立行政学院 (ENA) も1992年にパリからストラ

スプールに移転しました O ストラスプール大学は

アルザス地方のミユルーズ大学、ドイツのフライ

ブルク大学、スイスのパーゼル大学と[ライン川

上流地域ヨーロッパ大学連合]を結成し、単位を

相互に認めることで大学聞の学生交流にも積極的

です。

ルイ・パストール大学一日本コロキウム 神経科

学・認識科学友ぴ関連領域

12月11日(木曜日)分子友ぴ細胞神経生物学

初日は、構造化学、分子生物学、電気生理学、毒

物学、生化学的など様々な手法を駆使し神経生物

学を分子、細胞のレベルでの研究の発表でした。

以下、敬称、は略させていただきます。秋吉はT細

胞とガングリオシドとの相互作用を、ガングリオ

シドを表面に結合させたリボソーム再構成膜を用



いて研究し、 GD1 a=GT 1 b>GQ 1 b>GD3=GD 1 b>GM3 

の順でT細胞を刺激する事を明らかにしました。

Milonは神経ペプチドと結合したG蛋白受容体の構

造をNMR法を用いて、 GalziはACh受容体のイオン

チャンネル部位の構造とACh結合部位を分子生物

学的電気生理学的な手法で求めました。 G蛋白に

関しては、池田はG蛋白で活性化されるKチャン

ネル(GIRK)をオピオイド受容体との関連から、 Vi-

tale は分泌小胞輸送に重要な役割をしているARFが

G蛋白の syサブユニットで調節されると発表し

ました。粂は神経細胞、ミクログリア、アストロ

グリアに対するPAF(plateletactivating factor)、

LPA(lysophosphatidic acid)の作用をを発表したO

加藤がシナプス可塑性におけるCa1オンの空間的

分布について、尾藤は樹状突起から核に至るCa依

存性のCREB信号伝達系に関しての研究を発表しま

した。辻本はシナプス終末における G蛋白による

Caチャンネルと神経伝達の調節について、 Poulain

は神経毒素(テタヌス毒素、ボツリヌス毒素)を

利用し神経伝達物質放出機構の最近の知見を発表

しました。 Loefflerは小脳の頼粒細胞のアポトーシ

スについて、 Picadはヒト網膜水平細胞の単層長期

細胞培養に関して、 Gauerは視交叉上核の日内変

動における光刺激とメラトニンの作用について、

福田は電位感受性色素と画像解析を用いて視覚度

質での神経興奮性におけるNMDA受容体の関与に

ついて報告しました。

12月12日(金曜日)認識及び行動

昨日とは異なり、神経科学を認知から個体・社会

性の観点から追求しました。

加藤(英之)はLTP(long-termpotentiation)、

LTD(long-term depression)でのカルモジュリン依

存性燐酸化酵素仮説を数学モデルを駆使して検証

しました。 Depaulisは神経栄養因子の一つである

Neuropeptide Yを脳内投与することで癒痢発作を

抑制する事を示し、今後の抗癒橋治療法としての
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可能性を報告しました。 Oberlingは、ラットをパ

ブロフ条件反射づけし「異常な思いこみと理由付

け」を指標にしてヒトだけではなく動物モデルで

も分裂病を研究できることを提唱しました。松本

は視覚認知に対するOrbitofrontalCortexの修飾作

用について、奥野はVisualPaired Learningに際し

て側頭葉で発現するZif268遺伝子について、 Dresp

はヒト視覚系での輪郭認知能について、酒井は形

質から形態を認知する際に使用する視覚信号の空

間周波数的処理の神経ネットワークモデルについ

て述べました O 池口はカオス型神経ネットワーク

モデルで連合記憶能を動的に構築することを試み

ました。 DiScalaは扇桃体複合体が関与する嫌悪性

嘆覚認知について、 Thierryはサルの行動と進化を

社会心理学的な見地から発表しました。

ストラスプール基礎神経科学研究所開所式とポ

スター・セッション

12月13日(土曜日)

午前中は関所式で、午後からポスター・セッシ

ヨンが聞かれました。先日のコロキウムで発表さ

れた題材だけではなく、ストラスプール周辺の神

経科学を研究している研究者及び学生が発表して

いました。使われている言語がフランス語であっ

たためポスターの内容を理解するのが困難でした。

アルザス・ワイン街道

12月14日(日曜日)

フランス科学アカデミーのウィルソン博士の提

唱により、コロキウムに参加した日仏合計24人の

研究者がアルザス地方の観光をすることになりま

した。行程はコルマ一、ウンターリンデン美術館、

カイゼルベルク、シュヴァイツアー博士生家、ゼ

レンベルクを回るものです。夕方には少し霧雨が

降りましたが静かで穏やかな日曜日で、フランス

人研究者たちと会話を楽しみました。
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最後に、私たちにこの貴重な機会を与えて下さ

ったみなさま、特にフランス科学アカデミーの

Ourisson博士(彼は熱心な日本通としてULPで

は有名だそうです。)、 ULPのAunis博士と中谷博士、

理研の吉良博士、東京大学の岡崎博士、京都大学

の砂本博士、東京理科大学の吉田博士に心から感

謝の意を表します。
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日加合同神経科学ワークショップ「神経発達と可塑性」に参加して

日本・カナ夕、合同神経科学ワークショップ「神

経発達と可塑性J(Japan田CanadaNeuroscience 

Partnarship Workshop on Neural Development and 

Plasticity)は 8月21日に行なわれたが、この会と

それに付随する会合に出席したので、報告を兼ね

て紹介したいと思う。

学問的な水準の高さと研究者規模の大きさの相

向性から、日本とカナ夕、両国の神経科学研究者の

協力関係強化を推進することが学術会議から提言

され、これに基いて科学技術庁を中心にカナダ側

との聞に連絡がとられたという経緯で、既に本会

に先立って今春にも同様のミーティングが聞かれ

たと伺っている。今回は規模を更に拡大して、「神

経発達と可塑性」、「システム神経科学J(同様の期

日で富士吉田市で開催)、「神経変性疾患の遺伝学」

(11月に開催)の 3グループに分かれて、それぞれ、

現在進行中の丈部省科学研究費特定研究領域 (A)

の神経科学関連3領域(津本班、丹治班、水野班)

の後援で開催された。

私が出席した「神経発達と可塑性Jは、特定領

域研究 (A) I神経回路の機能発達J(代表:i掌本

忠治・大阪大学教授)の班会議の翌日に幕張の海

外職業訓練協力センターで行われた。カナダ側か

らは、 SamuelWeiss (Univ. Calgary;幹細胞による

神経細胞発生)， Joseph G. Culotti (Mt. Sinai Hosp. 

Toronto;線虫の軸索ガイダンスの分子機構)， Lisa 

McKerracher (Univ. Montreal;軸索再生阻害因子と

情報伝達)， Freda D. Miller 

(McGill Univ.;ニューロトロフィン受容体問の相互

作用)， David R. Kaplan (McGiII Univ.;ニューロト

ロフインの情報伝達機序)， Michael W. Salter (Mt. 

五十嵐道弘

(群馬大学医学部分子病態学)

Sinai Hosp. Toronto; NMDA受容体の制御機構)、日

本側からは、岡野栄之(阪大;神経系幹細胞の非

対称分裂機構)、中福雅人(東大;神経系幹細胞の

運命決定機構)、中嶋一範(理研、現・慈恵医大;

大脳皮質形成の分子機構)、那波宏之(新潟大;ニ

ユーロトロフィンの大脳皮質ニューロンにおける

役割)、私(軸索成長とSNARE機構)、真鍋俊也

(東大， rasの LTPにおける役割)の各氏が講演を

行った。日本側の講演者は主に津本班の班員・班

友から40歳前後の研究者が選ばれ、カナダ側から

は対応する年代の、実績のある研究者が選ばれた

とのことである O 会はシンポジウム形式で行われ、

各人の発表はなかなか水準の高い、新しい話題ば

かりであったが、 2日間の班会議の後に行なわれ

たため、津本班の班員が主体の聴衆もお疲れの様

で、やや盛り上がりに欠けていた面も感じた。有

意義な会とするには、日程・形式の点で、 (a)班

会議の中日に設定する、 (b)完全な公開形式で東

京でやる、または(c)完全なc10sedmeetingとして

行う、

などやり方としてはいくつかの可能性があると思

つ。

会の終了後、各講演者は「システム神経科学」

のメンバーと共に、大使館主催のレセプションに

招待されていたので、電車を乗り継いで赤坂のカ

ナダ大使館に移動して(パスでの移動は渋滞を考

慮して行なわれなかったが、重い荷物を持って移

動Lたカナダ側の研究者からは不満も出ていたよ

うだ、った)、コ←デイネーターの高坂新一(神経セ

ンタ一部長)、畠中 寛(大阪大学教授)先生と共

に参加した。レセプションでは、駐日カナダ大使、
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伊藤正男先生(脳科学研究センター所長)、科学技

術庁ライフサイエンス課長、外山敬介先生(京都

府立医大教授)のスピーチがあり、日本・カナダ

両国の神経科学研究の発展への期待とその推進に

関する決意が述べられた。この会には「脳の世紀」

構想をパックアップしていただく各省庁の若手・

中堅の実務者官僚の方々も出席していたので、こ

のような機会に自分の意見と彼らの考え方を交換

できたのは、私個人としては大変有意義であった。

現在の科学技術庁を中心とする「脳の世紀J構想

の政策が、神経系の研究者の追い風になっていく

のかどうかは、指導的研究者の方々だけでなく、

研究者各個人が政策決定に関与する情報を持つこ

との重要性

を感じた。

当初、講演依頼の話を受けたときは、講演のみ

の依頼と思って簡単に引受けてしまったが、後日、

「講演後の土曜・日曜も、講演者を中心に大使館の

中でデイスカッションを行う」という予定を聞か

されて後悔した。しかし、この討論会が重要だ、っ

たのでその部分も報告しておく。

22日、 23日にカナダ大使館に講演者や世話人が

集まり、学問的討論と、二国間の共同研究推進の

ための科学技術庁への具体的な要望項目に関する

ミーテイングを行った。全くの偶然だが、昨年、

私の最近の論文を読んでくれたカナダの2人の研

究者から、独立に共同研究の申し入れがあり、現

在も継続している O 従って、カナダと日本の共同

研究促進のための話し合いは十分に関心を引くも

のであった。まず講演者以外の、津本班の総括班

および実行委員会に所属する津本忠治、村上富士

夫(阪大)、吉岡亨(早大)、小松由紀夫(名大)、

岡戸信男(筑波大)、榊原学(東海大)、白尾智明

(群馬大)の各教授が最近の各自の研究を短い時間

で発表し、質疑応答が行われたほか、前日の講演

者も追加の討論を行った。コーヒープレイクや昼

食の際にはさらにフランクな意見交換が行なわれ

て、私も1.Culotti， D. Kaplam， S. Weiss， L. McKer-

racherらから、前日までには討論できなかった点

まで情報を得ることができた。

このような学問的な土台を経て、政策的要望の

検討に入り、世話人の外山先生、津本先生、 Dr.

Aguayo， Dr. Hicksを中心に日本側とカナダ側の研

究環境や研究費の状況が説明され、各研究者の意

見交換が行なわれた。その結果、以下の要望が科

学技術庁とカナダ側に出されることになった。

1)両国の研究交流を推進するために定期的な集会

をもつこと:会の形式としては、小人数による

closed meetingによる徹底討論、および公開シン

ポジウム形式のいずれかをテーマによって選択す

る。時期や場所は、 fSocietyfor Neuroscienceの

annual meetingが行なわれる時期の前後に、適当

な場所で開催するのが最も出席者を募りやすい」、

という意見が出て、検討されることになった。

2)両国の研究者が共同研究を行いやすくするため

に、研究テーマをデータベース化すること:両国

の研究者がどのような分野で、どのようなアプロ

ーチを行っているか、という基本的情報がなけれ

ば、共同研究の推進は難しいという意見が出され

た。これに基き、両国の神経科学関係の研究者に

アンケートを行い、その結果をデータベース化し

てインターネットなどで公開する、という方策を

採ることが話し合われた。

3)両国研究者の人的交流を促進するために、これ

を支える経済的支援を行うこと:共

同研究の推進において、共同実験などで大学院

生レベルの人たちも両国間を行き来できるために

は、渡航・滞在費の捻出が難しい現状に鑑みて、

このような経費を賄う種目を科学技術庁などに作

ってもらうことを要望することになった。

これらの成果を得て、 23日の昼食後に散会した

(ちなみに22、23日の昼食の弁当の価格は内容に比

べて極めて値段が高く、私のこの会に関する唯一

の不満だった)。このように書くと討論ばかりやっ



てように感じられるかもしれないが、 22日の夕方

にはカナダ大使館員専用のアパート内で懇親会も

行なわれ、カナダのワインなども味わうことが出

来、夜には神宮外苑の花火大会も大使館のテラス

から(ここは花火見物には一等地であった)ビー

ルを飲みながら眺めることができた。前日の夜に

はカラオケなどで盛りあがったカナダ人研究者も

いた。

カナダ側の研究者の中にはかなり強行日程の人

もいて気の毒な面もあったが、会は全体的に有意

義であったといえるだろう。先にも述べたが、ご

く一部の方を除くと、研究者は研究を支援しても

らう政策を行政側に直接的に伝えるチャンスが少

なく、必ずしも研究費の総額の伸びが研究者の満

足感に直結しないことも事実である。

われわれの世代の研究者にもこのようなチャンス

が与えられたことは意味があったと考えている。

今回の要望がなるべく早く実現されることを願っ

ている。

活発な研究活動をしている本学会の会員各位に

共同研究の重要性を今更説くなどは釈迦に説法に

等しいと思うが、自分の追い求めている分子が全

く別のアプローチから見出される昨今、実験技術
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の多様化ともあいまって、研究室の規模の如何に

関わらず、共同研究の推進は必然的なものとなり

つつある。電子メールの普及はさらに国際共同研

究の障壁も取り除くのに拍車をかけている。研究

の競合性よりも相互補完性の方が重要と考えられ

るケースでは、本学会の会員もカナダ側研究者に

積極的にアプローチしていただき、またこちらが

そのような要請を受けた場合にも、研究者間の

「情報伝達」を促進する意味からも同様な対応をお

考えく、ということではないだろうか。

最後になるが、われわれはカナダの研究者や研

究事情に極めて疎いことに気づいた(これはカナ

ダ側も同様であろうが)。村上先生が f5年ほど前

にカナダ人留学生が研究室に来るまではカナダは

アメリカとほとんど変わりがないように思ってい

たが、その機会に認識を改めさせられたjとお話

しされていたが、私も含めて大部分の研究者の印

象もそうではないだろうか。このような機会に、

システムの違いを認識することが円滑な共同研究

を 進めることに上に重要であろうと感じた。今

回の会に尽力された駐日カナダ大使館ペギー参事

官に特に感謝しつつ、筆を置くことにする。
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アンケート回答のお願い
平成10年12月1日

神経化学会員 各位様

平成10年9月21日から 3日間、東京ピックサイトで、日本神経化学・神経科学の合同大会が開催され、多

くの演題と参加者があったことはご存じの通りです。

将来計画委員会では、今回の合同大会についてのアンケートを会員各位から取り、神経化学会の将来の発

展のための資料とすることにしました。このことは、すでに理事会での承認を得ております。参考資料とし

て、今回の合同大会の参加者および演題数の資料を下段に載せました。

集計結果を、平成11年2月開催の理事会に資料として提出したいと考えております。つきましては、本神

経化学誌 (VoI.37，No.4)に綴じ込まれているアンケート用紙(2頁)にご同答の卜、平成11年 1月20日まで

に、問主fの返信用封筒で、送り返していただきますようお願い申し上げます。

なお、ご意見をお書きいただく時、スペースが十分でない場合は欄外にお書き下さい。

来計画委員会

委員長三木直正

アンケート用資料

項 目 神経化学'97 神経科学'97 神経化学'98 神経科学'98 合同大会参加者'98

一般演題 249 796 270 856 

一般参加 356 1167 389 1221 1610 

学生参加 78 267 61 250 311 

会員合計 434 1434 450 1471 1921 

当日会員 98 244 467 

当日会員(学生) 23 112 392 

当日会員合計 121 356 859 . 

lft言十 555 1790 2780 
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米国留学記

機会を得ることができまして平成 7年10月から

平成10年3月までの 2年半の問、米国 Baltimore 

にあるJohnsHopkins大学 Department of Neuro-

science Richard L. Huganir 教授の研究室に留

学してきました。そこでの雑感などを記していき

たいと思います。もし今後留学を考えている方の

ご参考になればいいのですが。

留学先を決めるにあたっては私の場合、一年半

位前からどこかおもしろそうなところを探して留

学をしなさいと、教授からのお達しがありました。

私はいい加減な性格でもありますし、絶対にこれ

をやりたいと言うことがあったわけではないので

(といっても神経の生化学的な研究がしたいとは思

っていましたが)、いくつかの分野で最近おもしろ

そうなことをしていそうなラボに手紙を書いてみ

ました O ほとんどの返事はインタビューに来いと

言うものでしたが、私は英語がしゃべれるわけで

もないし(教授が言うにはろくに英語もしゃべれ

ずにインタピューに行くのは評価を下げる危険性

があるとのことでした)、いくつものラボを回る元

気もないしと思っておりましたところ、もし奨学

金が取れるようであれば来てもいいという返事を

Rickよりいただきまして、早速、奨学金等の応募

を始めました。留学先が決まっていないことには

申請もできないということはそれまで知りません

でしたO それが留学開始のちょうど一年前位でし

ょうか。幸いにも奨学金の申請が通り、給料はむ

こうのお世話にならずにすみました(これでもう

一人ポスドクがとれるとRickもよろこんでおりま

した)。

亀山仁彦

(東京大学医学部神経生化学)

その後電話や手紙のやりとりをして研究のテー

マを話したりしておりました。私は主に生化学的

な実験を日本でしておりまして、ムスカリン性ア

セチルコリン受容体のリン酸化の仕事で学位を取

得しておりました。そこで、その研究室で扱って

いるグルタミン酸受容体のリン酸化について生化

学的な研究をするようにと言われました。研究室

に着いてからとりあえず始めた実験は、培養細胞

や海馬のスライスに放射性リン酸を取り込ませ細

胞をラベルした後、グルタミン酸受容体に取り込

まれるリン酸の量の様々な刺激による変化を観察

しようと言うものでした。一度の実験にlO-50mCi

の放射性リン酸を扱うような実験でしたのでそん

なことをやりたがる人はあまりいなつかたらしく、

向こうにしても変な日本人がやってきてリン酸化

の研究をやりたがっている、というのは渡りに船

といったところはあったようです。この実験をず

っと続けていては体に良くないし、様々な生理的

な機能との関係を研究するにはやはりむいていま

せん。そこで、もう一つの仕事として受容体のリ

ン酸化部位を認識する抗体を作成して様々な刺激、

特に海馬の長期増強の誘導課程で、受容体のリン

酸化がどのように変化しているかを検討すること

も始めました。抗体に関しでも日本での経験が生

きて、あまり良くない抗体を人に見せられるもの

にするということには長けておりましたので、リ

ン酸化部位特異抗体が何とか実験に使えるまでに

なりました。抗体を用いての定量はなかなか難し
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いところがあり、実験の再現性があまりいいもの

ではありませんでした。リン酸化部位特異抗体を

用いて、長期増強誘導時にグルタミン酸受容体A

MPAサブタイプの、 CaMKによるリン酸化が

増加しているかという実験に、 2年半の滞在のう

ちほぽ2年近くを費やすこととなりました。この

実験では受容体のリン酸化が長期増強の誘導によ

り増加する傾向は出たのですが有為差が出るほど

ではありませんでしたO 傾向が出ると言うことで、

きれいなデータが出るかもしれないと何度も繰り

返したり、異なった条件を試してみたりの連続で

した。しかしながら結局はいい条件は見つかりま

せんでした。一方で、長期増強とは逆に長期抑圧

では受容体のリン酸化が減っているはずだという

ことで、長期抑圧を誘導した海馬スヨイスを用い

て実験したところ、きれいに受容体のリン酸化量

の減少が観察できました。その仕事を投稿できる

だけにまとめて帰国に間に合わせることが幸いに

もできました。

私が留学する際に手紙をいくつかのところに書

いたと先に述べましたが、そのときにラボを選ぶ

一つの基準として、いい抗体を作っているかとい

うの頭にありました。日本では抗体を作るのに苦

労していましたし、いい抗体を作る「こっjみた

いなものが学べないかと考えていたわけです。

Rickのラボでは様々なイオンチャネル型受容体に

対する抗体を組織染色や電顕による観察に耐えう

るようなものまで沢山作っているのを論文で見て

おりました。実際に行ってみるとRickのラボでは

特に制約がなければまずタンパク質のC末端に対

するペプチド抗体を作ってみるとのことでした。

多くの場合はそれでうまくいっているようで、抗

原ペプチドでアフイニティー精製したものを実験

に使っていました。ラボの多くの人が使うような

抗体はテタニシャンが精製しておいてくれます。

特殊な目的の抗体(リン酸化部位や、細胞外ドメ

インを抗原に生きたままの細胞の染色用)等の場

合はその場所が抗原性が高いかどうかなどは関係

なしで抗体を作らねばなりません。これはもう単

に試行錯誤でとりあえず手当たり次第に作ってみ

るという感じでした。大きなフリーザーが抗血清

でいっぱいという状況でしたが、使いものになら

ないものも結構あったようです。昔の論文に出て

いる、誰かが作った抗体を奥の方からほじくり出

しては使;っておりました。

さて、ボスのRickは今年45歳で、 Comell大学の

Dr E. Rackerの研究室で学位を取得した後， Rocke-

feller大学のDrP Greengardの研究室でポスド夕、

1988年よりJohnsHopkinsへ赴任し、現在はNeuro-

sClenceの教授で、HHMIの研究員です。 Comellで

はニコチン性アセチルコリン受容体の精製、脂質

膜への再構成系の研究をしており、 Rockefellerで

もやはりニコチン性アセチルコリン受容体のリン

酸化による脱感受性機構を研究していました。

Johns Hopkinsに移ってからはアセチルコリン受

容体もふくめて GABAA受容体、グルタミン酸

受容体などの他のイオンチャネル型受容体の機能

制御についても手を広げ、現在ではほとんどグル

タミン酸受容体の活性制御と受容体結合分子の研

究を行っています。朝コーヒーを片手にラボを一

回りして院生、ポスドクの実験の進行状況等を把

握して回るのが日課となっていたようです。本人

が言うには昔はラボもそんなに大きくなかったの

で誰が何をしているかをほとんど把握していたが、

さすがに20人にもなると全部は覚えきらないと、

嬉しい悲鳴(? )をあげていました。だいたい 2

月に l回の割合でラボミーティングでの実験の進

行状況の発表が回ってきます。月曜日の午前中に

当番が朝食を持ってきて、それを食べながら好き

勝手なことを言うという感じでとても開放的でし

た。ラボの構成は私が去るときにはポスドク10人

(アメリカ人2人中国人5人インド系イギリス人1

人韓国人l人日本人1人)大学院生7人(中国人

4人韓国人3人そのうち Neuroscience課程が4人



Molecular Biology & Biochemistry 課程が3

人)テクニシャン 3人(アメリカ人2人中国人1

人)秘書一人でした。テクニシャンは主にDNA

等の分子生物学的実験の担当、抗体を含めた生化

学的実験の担当、神経の初代培養担当と仕事の内

容で分担されおり、必要に応じてポスドクや院生

の手伝いをしてくれます。ポスドクの仕事のテー

マは、その人の経験を生かせるようなテーマにな

ることが多いようです。院生の人は主に分子生物

学的な手法を用いて新しい遺伝子をクローニング

してくることから始めて、その後、自分で釣って

きた遺伝子の機能の解析をすることが多かったよ

うです。ポスドクを取る際には多くの場合、やは

りインタビューをしています(私はしませんでし

たが)。秘書の方があらかじめスケジュールを作っ

てくれて、ラボの全員と 15分から20分位話ができ

るようにしてくれます。後でRickがみんなに印象

などを聞いて回り参考としていたようです。ボス

のRickに人を取る際の判断基準を聞いてみたこと

がありましたが、彼は推薦状を重視していると言

っていました(私の推薦状を書いていただいた先

生方ありがとうございました。この場を借りてお

礼申し上げます。)。また学位を取ったラボのボス

を知っている場合には直接電話などで話して、そ

の人の人柄などを聞いているとも言っていました。

ラボのメンバーは現在はほとんどアジア系となっ

てしましました O 飛び、交うのは主に中国語でボス

が時々ラボの人々に英語を使うようにくぎを差す

ほどでした。(もちろんラボミーテイングは英語で

す。念のため。)ラボでのBGMも夜になると中国

語(正確には広東語)のCDで、中には日本の歌

31 

話曲の中国語版も混じっていました O これはオリ

ジナルは日本の歌だと言つでもあまり納得しても

らえなかったようでしたが。そのような事情で、

英語の苦手な私のようなものでもあまり肩身の狭

い思いをしなくて済みました。

個人的にはアメリカでの暮らしの楽しみはスポ

ーツ観戦でした。ボルチモアには野球とフットボ

ールのプロチーがあり、どちらも十数回は競技場

に足を運びました O ビール片手に地元のチームの

応援です。野球の方では連続試合出場を続けてい

た(残念にも今年の9月にその記録を自ら断ち切

ってしまいましたが)リプケン選手がおり、地元

のみならず全米で人気がある数少ない選手の一人

のようです。相手チームにもよるのでしょうがだ

いたい当日行けば外野席が買えるといった様子で

した。幸い私の滞在中は2年とも結構強かったの

で、リーグ優勝決定戦まで進んでいました。さす

がにプレーオフの切符は手に入れるのが大変で、

一年目は日本人の友人が並んで買いに言ってくれ

ました。二年目は自分で前売り券の発売日に朝か

ら並んで昼過ぎに切符を手に入れました。幸か不

幸か、一年目の時にはボルチモアの人々の憎んで

あまりあるヤンキースの胴上げシーンにでくわし

ました。

偶然このラボに留学した最初の日本人となりま

したが、その後、私とちょうど入れ替わりになる

ような形で日本人のポスドクを取ってくれました

から、日本人に対して悪い印象は持たれなかった

であろうと思っています。その意味では留学はう

まくいったのではないかと自負しています。
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フランクフルト留学便り

堀川 洋

(Max-Planck-Institute for Brain Research， Dept. of Neurochemistry) 

一いろいろな留学体験談のようなものを読んでい

ると、だいたい l年以上経過してからの話が多い

ようです。 1年というとおそらく多少の不便こそ

あれ生活にも完全に慣れ、初めて来たばかりの頃

の記憶が薄れてしまってるのではないでしょうか。

その点私の場合この10月でやっと半年たち、ょう

やく慣れたというところなので結構フレッシュな

話が多いと思います。人によって違うのは当然で

すが、典型的A型人聞のわたしにとって、外国で

暮らすということの辛さを実感した半年でもあり

ました。この体験談は、研究生活面と一般生活面

に分けて、これから留学をめざす方々になるべく

正直な気持ちを伝えたいと思います。

研究生活

私が現在所属する、 Max-Planck脳研究所は、ド

イツ車壬済の中心であるフランクフルトにあります。

部門は 3つに分かれていて、神経化学部門が、 H.

Betz教授率いるそのうちの一つで、研究室の総勢

はざっと40人はいます。ドクターの学生が中心で、

ポスドクは 5~6 人、それぞれが中ボス的存在で

独立なテーマでやっています。研究領域もショウ

ジョウパエを使つての遺伝子解析からアルツハイ

マー関連タンパクの解析、グリシン受容体やNM-

DA受容体を中心とした、シナプスタンパクの構造、

機能解析など多岐に渡っています。私は、これま

での経験から、受容体の発現機構に関する仕事か、

神経伝達物質放出機構に関わる仕事かすることに

なっていたので、その中のプレシナプスグループ

で、神経伝達物質放出関連タンパクの仕事に携わ

ることになりました。

実験環境に関していえば、慣れてしまったのか、

いい面を見ょうとの努力のかいか、やりやすい環

境ではあります。一通り設備は整っているし、洗

い物やシークエンス反応などといった、煩雑なも

のはテクニシャンの人たちがやってくれるので、

大変助かっています。しかし、最初からいいなと

思っていたわけではなく、来たばかりの頃は、実

験台もしばらくは空き待ちでしたし、ピペットマ

ンなどの最小限必要な実験道具なども、やっとの

思いで買ってもらったり(壊れているのは山ほど

ある)、どこかからせしめてくる毎日でした。また、

1ヶ月以上デスクも空くのを待たされ、勉強もで

きなくどうなってしまうのか本当に不安な時でし

た。言葉は、 ドイツ語ができなければと考えられ

るでしょうが、英語で全く問題なく、週に 1度ず

つある、プログレスと論文紹介は全て英語で行わ

れます。もちろん、まともに英会話などすること

が初めての私にとってこれは今でもたいへんです

が、それよりも、その他のコミュニケーションの

違いに戸惑うことが多くこれがストレス源でした、

というのも、おそらくお互い緊張していたのでし

ょうか、ものを見るような目でジッと見られたり、

挨拶をしても返されなかったりと「とてもフレン

ドリーな関係になぞこれはなれそうもないな」と、

こちらの方がそのうち構えてしまうようになって

しまったくらいです。これも、コツを覚えた現在

は全くと言っていい程そういうことはありません。

人とすれ違うときは、挨拶は当然ですが"ニコッ"

です。これで万事うまくいきます。それでも、今

から思うといったいなんだったんだろうと思いま

す。そんなわけで、最初の3ヶ月の長かったこと、



ここに来る前に、新潟の研究室にいた留学生達か

ら「とにかく最初の 3ヶ月から 6ヶ月はめちゃく

ちゃ辛いが、それを過ぎればなんという事ないか

ら、最初だけ我慢してがっばって」と言われ、な

るほどこれなのかと思いました。

私たち、プレシナプスグループは、現在遺伝子

クローニングが、主体となっているのですが、こ

こで又問題があり、この大所帯で信じられないこ

とにオートシークエンサーが1台(マニュアルで

はもうやっていない)で、前に書いたようにテク

ニシャンの人がやりますから、週に 1度動くだけ

なのです。このため、異常に混み合った状態にな

り、一週間にひとり 3サンプルくらいしかできな

いこともたびたびで、最近は大喧醸していること

もありました。しかしながら、これも裏を返せば、

みんなたいへんやる気がある人たちの集まりであ

るという証拠でもあります。面白いことをもうひ

とつ、噂には聞いていましたが、みんな研究室に

いる時間は、そんなに長くありませんO 朝は 9時

から 10時の間に来て、 7時以降になるとひとは

ラボのメンバーと

後列右から、私の良き相談者Oussama、チームリーダー

のDagmar、筆者(以下ポスドク)、 Urda

前列右、 JorgそしてJose。
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まばら、 8時を過ぎるとまずだれもいなくなりま

す。もちろん土日はほとんど人はいません。また、

休みの取り方もはでで、 2~3 週間簡単に休む人

もいます。どちらかというと、学生の方が卒論仕

上げのために、良く動き、ポスドクはもちろん実

験はしますが、人を動かす方に回ってる印象を受

けています。これで、一流雑誌にコンスタントに

出るのですから、どうなっているのかまだまだ未

知の世界です。ただひとつ言えるのは、時間を無

駄にしていない印象が強く感じられます。後の一

般生活面のところでも触れますが、プライベート

な時間を大切にしているので、決まった時間内に

きちんとやろうという姿勢が見受けられ、これは

習うべき点だなと思っています。

Betz教授はといえば大変忙しい方で、月の半分

は何かしらの会合で不在で、また、論文の指導や

審査など、たいていは部屋にこもって仕事をされ

ています。しかし、 7月には、日本からの昔の仲

間が来るという事で、 ドイツ生活に少しでも慣れ

てくれればと一泊三日で、旅行に連れていってく

ださったり、いろいろ気を遣ってくださるたいへ

ん親切な先生です。この聞は、私が来年の研究費

を申請するようにとある団体の物を勧めてくださ

ったのですが、私にとってはデッドラインが結構

間近に迫っていたため、「下手な英語の丈章だから

時聞がないかもしれないJと言うと、「とにかく書

いて見せなさい。話は後でしょう」と言われまし

た。実のところ、英作文に自信がなく日本にいる

ときには、「留学してから君の英語をそのまま、向

こうの教授に見せたら失礼だから、どこかの会社

に一旦直してもらってから見せなさい」と言われ

ていたので、そのつもりでいたのですが、時間が

ないので自作をそのまま見せることにしました。

そんな下手なものに対しでも、最後まで全部見て

くださり、また的確なアドバイスもいただけたた

め、なんとかデッドラインまでに提出できました。

また、プログレスなどの英語で話すような場面も、
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やはり英語の得意な人不得手な人(基本的に普通

に英語を喋るので私とは比べられないかもしれな

いが)といますが、根気良く聞き、決して良くわ

からないからドイツ語にしなさい、というような

ことは口にしません。この雰囲気があるからこそ

英語でのセミナーが成り立ち、また場慣れもする

のではと感じさせられました。実際現在、 ドイツ

語がほとんどわからないのは私を含めたったの4

人なのですから。

一般生活

もしかしたら、こちらの方に興味のある方も多

いのではないでしょうか。研究生活同様慣れるま

で、気苦労の連続でした。現在住んでいるところ

は、研究所から車で15分程のところにある団地で、

そのうちの何棟かを研究所が借り上げているとい

うかたちになっているようです。そのため、フラ

ンクフルト地区としては破格の家賃で住めるとい

うわけです。最初すぐ入れるという事でしたが、

内装に手入れをするという事で、約一ヶ月近くゲ

ストハウス暮しの後移動しました。初めは簡単な

家具などついているような話だったのですが、改

装したためベッド以外無く、まずは、これの買い

出しに出かけることになりました。そこで連れて

いってもらって驚いたのが、何とほとんどの物を、

キットで購入し自分で作るかたちになっていたこ

とです。これでかなり安上がりに仕立てである

この買い出しの際も、誰かがつきあってくれるこ

とになっていたのですが、どうも話がうまく伝わ

ってなかったのか、一人ではまず無理だという事

を説明して、やっとついてきてもらうことになっ

たのです。部屋がなんとか出来上がったのは、 6

月に入った頃でした。

ドイツには御存知の方も多いかと思いますが、

コンビニはありません。また、庖も通常土曜は4

時まで、日曜/祝日は完全休業です。ですから土

曜に買い物を済ませなければなりません。私のよ

うに自炊をしている人は、ここのところを良くス

ケジュールを考えないと週末に「あっ、あれ買い

忘れたから行ってこなくちゃ」というのは、通用

しません。慣れれば別にどうという事はないので

すが。庖の人々はかなり親切で、こちらは英語し

かできないのですが、なんとか聞いてくれ、解決

できる人を探してきてくれたり、要求が理にかな

っていることなら、何とかしてくれるといった印

象です。食べ物も悪くないと思っています。昼食

は学生食堂ですが、ドイツの料理が手軽に安価に

食べられます。私が海外で外食したといえば、ア

メリカでしかないので、これにくらべたらずっと

いいと思います。

ストレスがたまるといえば、やはり言葉の問題

でしょうか。ドイツは、どんな簡単なことでも書

類で解決され、当然の事ながら、相手方から来る

ものは全てドイツ語です。結構重要なものもあり、

(物はしっかりしてい

ます)のですが、カラ

ーボックスくらいしか

自作したことのない私

にとって、一人で製作

するのは大変な事でし

た。それでも、洋服だ

んすに、勉強机と椅子

と必要最小限の物を自

作して使っています。 酒場で会った人たちと 左端が、 HeinrichBetz教授。



そのなかでは、現在居住している地域についての

契約でした。どの州もそうなのかどうかはわかり

ませんが、先ほども書いた通り、今破格の家賃で

住めるのは、この地域が低所得者層の居住地で、

ドクターなどは一般には住めないところを 2~3

年に限って、特別住めるかたちなのです。このた

め、自分の立場を証明するための書類を、研究室

の人に手伝ってもらい作り上げました。こういう

頼みごとも、買い出しの時などと同じように、な

るべく週末は避けて、お伺いをたてないとまず、

「予定が入ってるからJと断わられるのが落ちです。

つまり、皆、たいへんプライベートな時間、特に、

家庭を持っている人であれば、週末は完全に家族

との時間として過ごすため他人の事などあまりか

まってはいられないという考えが一般であること

を知りました。といって、平日は仕事があります

から、はじめて生活する人間にとって、このとき

程大変な時期はありませんでしたO しかし、これ

も時が解決してくれ、今でも多少なんだか良くわ

からない事もありますが、度胸もついたのか落ち

着いて自分の生活パターンに入っています。

最後に

いろいろめまぐるしく過ぎた半年でした。もう

嫌になって帰りたくなるときもありましたO そう

は言っても、帰るところなどないし、慣れればど

うという事はないと言い聞かせここまで来て、考

え直すことがたくさんでできました。まず、外国

を旅するという事と、住むという事は、全く違う

ことであるという事です。住めば、嫌なこと、不

思議だなと思うことを含め、本当にその国の文化

に身をもって触れることができます。そのことで、

日本という国を見直すこともあるでしょうし、こ

ういったところはこちらの方が良いと思うことも

たくさん出てくるでしょう。私の印象ですが、日

本はどちらかというとアメリカにならった文化を

形成していますから、物の氾i監や便利すぎる生活
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形態になっていると思うので、それに慣れきって

いる状態で初めて、ヨーロッパで生活するという

のは、戸惑うことが多々あって当然なのかもしれ

ません。これが異文化に触れることであり、特に

島国に住んでいる私達にとって必要なことだと思

いました。また、研究体制にしても、これから日

本でも私のように大学院を出て、フリーの状態で

留学される人も多くなると思います。ここドイツ

では、それは普通の事で、原則として5年以内に

移動することになっているようです。こう聞くと

次の研究室が見つからない人もたくさんいるので

はないかと思われるかもしれませんが、その心配

はなくポスドクに対してのサポートは十分に出来

上がってるので、ドクターを取っていれば心配は

ないのだそうです。また、若い研究者(ドイツ人

もしくはEU)に対しでもたくさんの予算が計上さ

れ、チャンスを掴むこともできるようになってい

ます。実際私達の研究室のチームリーダーも、私

と年齢は変わりませんが一つのラボを任せられ、

基本的に自分でとってきた研究費でやっています。

この点は、大変見習うべき点であるし、日本でも

早急に対策をとっていただきたい問題だと考えさ

せられました。

このあいだ、半年ぶりに日本に帰りました。た

った半年ですがやはり空気が懐かしく感じられま

した。しかしこれも、外に出たから感じられたの

でしょう O 留学(特に欧州)をこれから考えられ

ている皆さんへ、漠然と留学っていいなと考えて

いるよりも苦労が大変多いと思います。しかし、

日本にいては、その苦労もわからないし、自分の

どこが良くてどこが悪いのかというのもわからな

いまま過ごしてしまうでしょう。特に若いときに

経験する方が、まだ考えも柔軟でしょうからいい

と思います。この経験は自分の将来に必ず役立て

られるものです。とりあえず、私は残り l年半、

実験に遊びに、もっと異文化に触れようと思って

います。もちろんその先の事はわかりません。
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Growth cone collapse現象に関する最近の知見と臨床医学的研究ヘ

の応用:神経突起再生への挑戦的アプローチ

はじめに

神経成長円錐 (growthcone)は発生期および損

傷後の突起再生に際して、神経細胞の突起の先端に

形成される特殊構造で、突起の成長と伸展経路の認

識に中心的な役割を果たしている O 成長円錐は突起

の伸展方向を決定する際、多くの外的因子(軸索ガ

イダンス分子)を指標にしていると考えられてお

り、それらは、拡散性か膜結合性か、促進性か反発

性かによって大きく 4種類に分けられる O その詳細

については、多くの総説があるので、そちらを参照

されたい(叫。これまでは、そうした因子の中でも

促進性の物質に対する関心が高く、臨床医学者の多

くも促進性の物質が神経損傷後の機能再生に応用可

能であろうと考えていた。一方、 1986年にRaperら

がgrowthcone collapse現象を詳細に報告しへそれを

引き起こす分子の同定も開始されたことから刷、反

発性の因子への研究熱も急速に高まってきた。ここ

では、 growthcone collapse現象に関する最近の知

見と、臨床医学的研究への応用について概説した

し、。

Growth cone collapseとは

Growth cone collapseとは成長円錐が経路上に

ある突起成長に不適当な因子・反発性の因子に遭

遇した際に見せる、糸状足の短縮・減少、成長円

錐表面積の減少である。 1993年にLuoらが発生時

期に機能する反発性因子としてcollapsin-lを発見

して以来へこれまでに幾つかのgrowthcone col-

lapse誘発因子が同定されているい)0 Fanらの形態

斎藤 繁

(群馬大学医学部麻酔・蘇生学教室)

学的観察によると、成長円錐が退縮する際、

filopodiaおよび、lamellipodiaのF-アクチンが脱重

合し、微小管においては末端のチロシン化が消失

する(九しかしながら、現在のところ、外部情報

から細胞骨格再構築・形態変化へと至るシグナル

の流れに関しては未解決の問題が多い。

通常、神経細胞はgrowthcone collapseを起こし

た後、突起の伸展方向を変えることにより別の方向

への伸展を再開する。一方、成長円錐の周囲全てが

反発性因子に囲まれている場合、突起の伸展は停

止すると考えられ、 Schwabらは中枢神経系におい

て神経突起再生が困難である原因の一つを中枢ミエ

リンに含まれる反発性因子に求めている明。彼らは

NI-35、NI-250という 2種類の蛋白を単離して、その

解析を進めており、ラットの脊髄切断モデルでは

NI・35に対する抗体IN-lで突起の再生を幾分促進で

きることを確認している(~そうしたミエリンの

growth cone collapse活性に関してはG蛋白質やリ

アノジン受容体を介した情報伝達系が提唱されてい

る(8.9)。

現在、 collapsin/ semaphorin family、ミエリン

蛋白以外の因子の検索もすすめられており、また、

単離されたgrowthcone collapse誘発因子に関して

は、それらのファミリーの構成・受容体の同定・情

報伝達機構について検討が進められている。

collapsinに関してはcollapsin-5までのサブタイプ

が同定され(1旬、二量体として受容体に結合する様式

が提唱されているいり。 1997年Heらはexpression

c10ning法により胎生ラット感覚神経において



collapsin-l / semaphorin 111に対して結合能を持つ

蛋白を検索し、 neuropilinが受容体であることを

示した(lh 彼らは、 neuropilinに対する抗体が

collapsin-lの活性を阻害することも確認している。

一方、Ki包ukawaらはneuropilin欠損マウスを用いて、

neuropilin collapsinの結合がgrowthcone collapse 

活性に必須であることを示した問。受容体以降につ

いては、低分子量G蛋白rac1やCMRP-62と名付けら

れた蛋白の関与が示唆されているが(比 15}、その全

容は明らかにされていない。今後、各阻害因子につ

いて、その受容体、細胞内情報伝達系、細胞骨格変

化へと繋がる分子メカニズムが徐々に明らかにされ

てくることを期待したい。

末梢神経の再生は容易か?

中枢神経系に関しては、神経組織の再生が困難

であることが良く認識されているが、末梢神経組

織に於いても、神経組織の再生が確実になされる

ということではない。運動性の末梢神経障害の典

型的な例に顔面神経麻療があるが、これは、ウイ

ルス感染や局所への物理的外力あるいは温度変化

によって引き起こされる顔面神経の伝導障害であ

る。患者さんは険が閉じられなくなったり、飲食

物を口腔内にうまく含むことができなくなったり

する。また、顔面がゆがんでしまい審美的観点か

らも非常に具合が悪い。この末梢神経障害の完全

治癒率は、全体では約70%であるが、感染による

神経線維へのダメージが大きい場合や、外傷性に

神経線維が断裂した場合、あるいは高齢者では適

切な処置を施しでも障害を残すことが多い(1九こ

れは末梢神経組織系においても神経の完全な再生

は容易ではないことを示している O 再生神経線維

のgrowthconeが初期の段階でcollapseに陥らず、

シュワン細胞の基底膜に沿って伸展を始めると再

生が順調に行われる可能性が高いと考えられてお

り、この際の末梢神経再生のプロセスについては

遠山による詳細な形態学的研究があるので、そち
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らを参照されたい(17)。ここでは順調な再生プロセ

スに入れるかどうかを決する初期の段階について

考察したい。

末梢神経の再生阻害因子 (thrombin及Ulysophos帽

phatidic acid) 

末梢神経損傷後に神経の正確な再生を妨げる因

子として、栄養物質の欠乏の他に、血液や損傷組

織由来の再生阻害因子の存在が考えられる。切断

神経の再接着術に於いて、神経線維の切断端をき

れいに露出して縫合することが、再生を促すコツ

と考えられているが、これは間入組織片や凝血塊

が再生を阻害することの臨床経験的実証であろう。

既に幾つかの物質が神経細胞の突起伸展を阻害す

ることが培養を用いた実験で示されており、例え

ば、損傷組織から多量に遊離されるthrombinは濃

度依存的にgrowthcone collapseを引き起こす(1町。

これまでthrombinは血液凝固カスケードの中で働

く蛋自分解酵素として捉えられており、活性化第

X因子により prothrombinから産生された後、 fib-

nnogenをfibrinに変換する酵素活性が役割とされ

ていた。しかし、凝固因子としての作用以外に細

胞分裂になどに対する作用の存在が報告され、神

経細胞に対しては、 growthcone collapseを引き起

こすことが発見された o Bairdによればこの活性

は中枢神経系及び末梢神経系初代培養細胞に対し

でも同様に見られ、 thrombinの阻害剤である

hirudinによって阻害される(19}0 Suidanらのグルー

フ。はNB2aneuroblastoma cellを用いて、この活性

は細胞表面に存在するthrombinreceptorを介する

ものであることを示した仰}o Coughlinらの研究に

よると、 thrombinはthrombinreceptorの細胞外ア

ミノ末端に存在するArg-Ser結合を切断する。そし

て、新たに生じた断端部がtetheredligandとして

作用し受容体を活性化させる(21}0 Thrombin陀 cep-

torは膜7回貫通性の受容体で3量体G蛋白と共役

しており、低分子量G蛋白のRhoも情報伝達に関
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与している (22)0 H・7、staurosponne、 genisteinな

どの阻害剤を用いた薬理学的実験からは、 Cキナ

ーゼによる蛋白質燐酸化も細胞形態変化に際して

機能していることが解っている問。

同様に障害を受けた組織に於いて産生され、

growth cone collapseを引き起こす物質に

lysophosphatidic acid (LPA)がある。最近、

lysophosphatidylcholine、lysophosphatidylserineな

ど、従来は指質代謝の中間産物としてのみとらえら

れていたリン脂質リゾ体が細胞の遊走や形態変化・

血管の収縮などの生理作用を併せ持つことが報告さ

れ注目されているが、 lysophsphatidicacidや

sphingosone-l-phosphateなどは脂質メデイエータ

ーと呼ばれ、近年特にアクテイブに研究されてい

る(24)0 LPAは正常の血清中にもアルブミンと結合

する形で存在し、損傷部位などでは活性化された血

小板から産生・放出される。 Jalinkらは、 NIE-

115、 NGlO8-15、PC12など神経系腫蕩由来の培養

細胞を用いた実験により、 LPAが神経細胞の形態

変化を引き起こすことを示した{向。一方、筆者は

dorsal root ganglion、retina、sympathiticganglion 

などの初代培養神経細胞に於いてもLPAにより

growth cone collapseがヲ|き起こされることを確認

した問。その実験では、 LPAのgrowthcone 

collapse 活性は、検討した三種類の神経に対しで

ほぼ同様の濃度反応関係を示し、 LPAは神経細胞

の種類を認識しないものと考えられた。これは、

collapsin-lが神経細胞のタイプを認識して、

growth cone collapseを引き起こすのとは対照的

で、神経系発生時のマーカー的分子とは異質の機能

を持つ可能性が考えられた。これらの培養実験系に

於いて、 ED50値はnM-μMのオーダーで、生体で

の作用は局所なものであることが推察される O ま

た、この作用は可逆的なもので、 LPAのwashout 

により神経の進展は継続された。

Van Corvenらの百日咳毒素を用いた実験による

と、 LPAのこの作用はthrombinの場合と同じく G

蛋白共役型の受容体を介するものである (27)。

Moolenaarのグループによる検討によると、 Ras、

Rac、Rhoなどの低分子量G蛋白、チロシン燐酸化

酵素、 Cキナーゼ、 MAPキナーゼカスケードなど

が細胞内情報伝達に関与していると考えられる例。

LPA受容体は、発生期脳に発現する G蛋白共役型

受容体の検索により、 1996年にGuoら、および

Hechtらにより決定された隣自)。この受容体は発生

期には脳室周囲の神経細胞分化領域に高濃度に発現

するが、成熟細胞では、神経系を中心に肝臓を除

く、多くの部位で発現しており、 LPAの広範な作

用と合致していると言える。 LPAの形態変化作用

に対する措抗物質としては、以前の報告の中で

surammが用いられていたが側、筆者の実験では

この物質はそれ自体で初代培養細胞の形態を変化さ

せるため、現在のところ薬理学的実験に利用できる

ような措抗物質はないようである。

今後、新たなgrwothcone collapse因子とそれら

に対する阻害物質の同定が進むと予想されるが、

それらのなかからは、臨床薬剤として期待がもて

るものも出てくるだろう。

異常な再生による障害と予防の試み

末梢神経が再生不能となった場合、運動麻療や

知覚脱失を来すわけだが、異常な神経結合ができ

る場合も臨床医学上非常に問題となる。末梢神経

障害後の神経線維の異常結合が原因と考えられる

病態例としては神経損傷後終痛がある。 Neuro-

pathic painと呼ばれることが多いこの病態では、

終痛過敏や異常知覚を生ずる O 患者は非常に弱い

刺激で痛みを感じたり、本来痛みを感じないはず

の圧刺激を痛みと感じたりする。原因として外傷

による神経線維障害や、外科手術があり、例えば、

肺ガンに対する開胸手術後には60%以上の患者が、

何らかの程度の異常知覚を生涯残すことになる{3110

Michaelisらのラット坐骨神経結紫モデルを用いた

実験によると、知覚神経障害が近隣に存在する交



感神経線維にsproutingを誘発し、交感神経線維が

後根神経節に於いて、知覚神経細胞体と異常な結

合を形成する(3九彼らは電気生理学的手法を用い

て、この結合が生理的に機能していることを証明

している(田)。また、 Chungらはラットの腰椎後根

神経を結殺する別のモデルを用いて、神経損傷後、

交感神経線維の成長円錐が後根神経節内に侵入し、

シナプス様の構造を作る過程を経時的に観察して

いる(問。こうした異常な神経結合が原因となって

知覚異常が形成されるのではないかと推察されて

おり、臨床的に交感神経遮断がneuropathicpain 

に有効と考えられている事実と合致する。

このようなケースに対してはgrowthcone col-

lapseを局所的に誘発することが永続的な障害の発

生予防に寄与するかもしれない。筆者は、脊髄く

も膜下投与により鎮痛作用を引き起こすことが知

られている問抗コリンエステラーゼ薬が感覚神経

や交感神経に対Lgrowthcone collapseを引き起こ

すことを見いだした (36)0 これは、鎮痛用に施用さ

れる分量に相応する濃度で引き起こされ、一定時

間以上の暴露で非可逆的作用となる。 Layerらも、

isひOMPA、 BW284C51などいくつかの抗コリンエ

ステラーゼ薬が培養神経細胞のgrowthcone機能

に影響を与えることを示している(3九彼らは、コ

リンエステラーゼが網膜や脊髄の神経細臨配列形

成に於いて酵素作用とは独立の機能を保持し、神

経線維の伸長方向の制御に寄与していることを報

告していて、コリンエステラーゼが神経系の組織

構築に際して特殊な役割を担っているものと推察

している(問。コリンエステラーゼの分子には接着

因子にホモロジーの高い領域があり、この部位が

神経細胞の突起伸展制御に関与しているのではな

いかと考えられる。また、 Depreeらもコリンエス

テラーゼ阻害斉IJがニユーロフィラメントの構築変

化を介して感覚神経細胞の再生を阻害することを

示している(39)0 こうしたデータは抗コリンエステ

ラーゼ薬が、神経の成長・再生の制御に使用しう

39 

るものであることを示唆していると言えるかもし

れない。

Growth cone collapseの制御により神経組織の

異常再生を予防しようという試みのなかで、発生

時期に機能したgrowthcone collapse誘発因子を再

度用いようというものがある O その場合、成熟後

の神経が果たして、発生時期のgrowthcone col-

lapse刺激に発生期と同じように反応するかという

問題がある。 Tanelianらは、成熟ウサギ角膜に

gene gun transfectionを用いてsemaphorin111を強

制的に発現させ、成熟動物の感覚神経再生線維が

semaphorin 111に対する反応性を維持しているかど

うかを検討したHhそして、通常であれば角膜損

傷部位を越えて侵入してくるA-delta、 Cファイパ

ーの侵入をsemaphorin111が阻害することを確認し

た。この結果は、発生期に発現するgrowthcone 

collapse因子が再生に際しての制御因子としても

作用しうること、また、正確な再生を誘導するた

めに治療用に応用しうるものであることを示唆し

ている。

神経伝達物質による突起伸展の制調

神経成長円錐にはシナプス形成以前から各種の

神経伝達物質受容体が発現しており、シナプス形

成前の突起伸展に特異な機能を有している可能性

が示されている。これまでに、 5-HT、 サブスタン

スP、アセチルコリンなどの受容体の存在が確認

され、成長円錐の活動に促進性、或いは抑制性の

活性を持つことが明らかとなっている(判。 Pooら

はXenopusの脊髄運動ニューロン成長円錐にアセ

チルコリンを局所適用すると、濃度の高い方向へ

伸展方向を転換することを示した州。我々も、神

経成長円錐がM2型アセチルコリン受容体を多く

発現し、成熟脳における受容体とは異なった作用

をしていることを証明した(4% また、福良らはCト

透過能を有するGABA-A受容体が成長円錐に多量

に存在し、細胞移動に関与している可能性を示し
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た(判)。こうしたことは、神経伝達物質がそれぞれ

の特異的受容体を介して、局所的に成長円錐の挙

動を修飾するという考えを支持している O 再生過

程の神経に同様な機構が存在することが証明され

れば、神経伝達物質の局所的な適用が正確な神経

再生の促進・制御に有用であるということになる

かもしれない。

今後の展望

神経成長円錐の研究は、脳の発生メカニズムと

いう観点から、最新のテクノロジーを応用して進

められており、新物質の発見や新しい概念の提唱

が行われつつある O しかし、それらの成果を臨床

疾患の治療や予防に応用するという段階に到るに

は、未解決のことばかりで、目的地に至るまでの

道筋も全くブッシュに覆われたままというのが実

情である O 神経組織の再生促進という問題につい

て考えてみると、神経組織に於いては単なる増殖

促進では治療にならず、機能を回復させるために

必要な、制御された再生が必要とされるところが

問題を複雑にしている O 発生・再生における成長

円錐の挙動メカニズムの解明は、この特殊な問題

点を解決するために必須のものといえるだろう O

今後、生物学的アプローチと臨床医学的アプロー

チが表裏一体となり、中枢神経・末梢神経の再生

に関する研究が進むことを期待したい。
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図 (A)胎生7白目ニワトリ脊髄背側神経核細胞を20時間培獲したもの。突起の先端に扇状

に広がった成長円錐が見られる。(スケールパーは10μm)
(8) 10.5M LPAでcollapseに陥った成長円錐。突起先端のfilopodia，lamellipodiaは消失し
ている。
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図2: LPAのgrowthcone collapse活性。胎生7日目ニワトリから摘出した脊髄背倶IJ神経核、
網膜、腰部交感神経核の細胞は何れも間程度の濃度のLPAでcollapseに陥った。
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図3: LPAをwashoulした後の成長円錐の回復。各神経細胞を20時間培養した後、 30分間
LPAに暴露し、その後LPAを含まない培養液の中で更に培養を続けた。成長円錐の形
態は3時間程度で暴露前の状態に回復し、突起の伸展を再開した。
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千里ライフサイエンスセミナー

r21世紀に向けたDrugDlivery System の現状と展望」
日時平成11年l月29日(金) 1O:00~ 17:00 
場所千里ライフサイエンスセンターピル5階ライフホール

(地下鉄御堂筋線千里中央駅北口すぐ)

主催財団法人千里ライフサイエンス振興財団

協 賛株式会社千里ライフサイエンスセンター

コーデイネータ

大阪大学大学院薬学研究科教授 真弓忠範

プログラム

1.細胞質内Deliveryによる薬物治療戦略一遺伝子治療、ワクチン開発を例として
(阪大院薬教授真弓忠範)

2.遺伝子医薬品の体内動態と細胞特異的ターゲテイング (京大院薬教授橋田 充)

3. トランスポーターを利用した肝、脳への選択的デリパリ一戦略 (東大院薬教授 杉山雄一)

4.薬物トランスポータ一群の分子認識・輸送機構を利用したドラッグデリパリ一戦略

(金沢大薬教授辻 彰)

5.国型癌のターゲテイングと癌血管の透過性:癌化学療法におけるパラダイムシフト

(熊本大医教授前田浩)

6.実用化に向けての今後の放出制御システムと標的化システムの提案

(武田薬品DDS研所長小川泰亮)
参加費(講演要旨集合む)

会員(大学、官公庁、賛助会員 6，000円

非会員 8，000円

学生 3，000円

定員 300名

参加申込方法

氏名、勤務先、所属、役職名、所在地、〒、電話、 FAX番号を明記の上、郵便またはFAXで下記宛お申

込下さい。受講料はお申込後に大和銀行・千里中央支庖・普通預金No.4601085財団法人千里ライフサイエン

ス振興財団口座宛にお振込下さい。なお、お振込の際、振込者名の前にM2とご記入下さい。ご送金確認次

第、領収書兼参加証を送付いたします。

申込先(財)千里ライフサイエンス振興財団セミナー係

干565-u082大阪府豊中市新千里東町1-4-2
千里ライフサイエンスセンターピル8階

TEL 06-873-2001 FAX 06-873-2002 

予告 第42固日本神経化学会大会

下記のように第42回日本神経化学会大会が開催されます。

大会長 中村重信 (広島大学医学部・教授)

期日 1999年 9 月 15~17日 場所広島国際会議場
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文部省特定領域研究 (A)r神経回路の機能発達」公開シンポジウム
「神経回路発達研究のフロンティア」

日時:平成11年1月30日(土 10:00-16:50

場所:銀座ガスホール(東京都中央区銀座7-9-5)

10:00 -10:00 開会の辞津本忠治(大阪大学・医学部)

<座長:JlI合述史(自治医科大学・第一生理)>
10: 10 -10:50 脳の基本神経団路の形成機構

村上 富士夫(大阪大学大学院・基礎工学研究科)

10:50-11:30 大脳・小脳皮質の形成機構

小川 正晴(高知医科大学・第二生理)

11:30-12:10 ノックアウトマウスからみたGABAの働き

小幡 邦彦(国立岡崎共同研究機構・生理学研究所)

12:10-13:00 昼食

<座長:小幡 邦彦(国立岡崎共同研究機構・生理学研究所)>

13:00-13:40 晴乳類時計遺伝子:遺伝子発現と脳機能との新しい接点

岡村均(神戸大学・医学部)

13:40-14:20 連合学習の神経機構:ナメクジとマウス

桐野 豊(東京大学大学院・薬学研究科)

14:20-15・00 連合学習の分子機構:ウミウシとマウス

吉岡 亨(早稲田大学・人間科学部)

15:00-15:20 コーヒープレイク

<座長:吉岡 亨(早稲田大学・人間科学部)>

15:20-16・00 発達脳の可塑性と神経栄養因子

津本忠治(大阪大学・医学部)

16:00-16:40 虚血性神経細胞死と神経毒素

川合述史(自治医科大学・第一生理)

16:40-16:50 閉会の辞

村上 富士夫(大阪大学大学院・基礎工学研究科)

連絡先:津本忠治

(大阪大学・医学部)565・0871 吹田市山田丘2・2

電話:06-879-3661、FAX:06-879-3669 E-mail:ttsumoto@nphys.med.osaka-u.ac.jp 

<会場最寄駅> JR線新橋銀座口徒歩約8分

地下鉄 A3出口 (営)銀座線銀座駅徒歩約5分

(営)丸の内線銀座駅徒歩約10分

(営)日比谷線銀座駅徒歩約5分

(都)浅草線銀座駅歩約7分
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千里ライフサイエンスセミナー

「動物の体造り:分子発生学が覗くカンブリアの動物誕生劇」

日 時平成11年2月19日(金)午前10時~午後5時
場 所千里ライフサイエンスセンターピル5階ライフホール

(地下鉄御堂筋線千里中央駅北口すぐ)

(大阪府豊中市新千里東町1-4-2)

主 催財団法人千里ライフサイエンス振興財団

協 賛株式会社千里ライフサイエンスセンター

コーディネータ

熊本大学医学部附属遺伝発生医学研究施設教授相漂慎一

プログラム

l.はじめに 相津慎一

2.プラナリアにみる体造りの基本

姫路工業大学理学部生命科学科 助教授阿形清和

3.はばたく虫たち一昆虫の付属肢の起源

国立遺伝学研究所 助教授林 茂生

系統生物研究センター

4.無脊椎動物が脊椎動物になったとき

京都大学大学院理学研究科 助手和田 洋

附属瀬戸臨海実験所

5.左右非対称性の獲得
徳島大学工学部生物工学科 教授野地澄晴

6.背腹軸の形成と神経誘導

京都大学再生医科学研究所 教授笹井芳樹

7.脳の部域化のグラウンドプラン

東京大学大学院医学系研究科 講師嶋村健児

8.おわりに 相津慣

参加費(講演要旨集含む)

会員(大学、官公庁、賛助会員 6，000円

非会員 8，000円

学生 3，000円

定員 200名
参加申込方法

1.氏名 2.勤務先、所属、役職名、所在地、干、電話FAX番号を明記の上、郵便またはFAXで下記宛お申

し込み下さい。参加費は申込後に住友銀行千里中央支庖普通預金NO.128278財団法人千里ライフサイエンス

振興財団口座宛お振込下さい。なお振込の際、振込者名の前にM3とご記入下さい。ご送金確認次第、領収

書兼参加証を送付致します。

申 込先(財)千里ライフサイエンス振興財団

セミナー係

〒565-0082大阪府豊中市新千里東町1-4-2

千里ライフサイエンスセンターピル8階

TEL.(06)873-2001， FAX.(06)873之002 担当:田中晃
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日本神経化学会新評議員

(任期:平成13年総会終了迄)

阿部輝雄 (新潟大・脳研) 門田 健 (千葉市環境保健研)

阿部敏明 (帝京大・医・小児科〕 神谷大雄 (福岡大・薬・薬理学)

秋山 一文 (岡山大・医・神経精神医学) 金松 知幸 (創価大・生命科学研)

安藤正人 (愛知学泉大) 神庭 重信 (山梨医大・精神神経科)

安藤 進 (都老人研) 笠井 久隆 (都医療技術短大・生化学)

浅井清文 (名古屋市大・医・分子医研) 片岡 喜由 (愛媛大・医・生理学)

麻川 武雄 (佐賀医大・薬理学) 加藤兼房 (愛知県コロニー)

朝倉幹雄 (聖マリアンナ医大・神経精神科) 加藤 伸勝 (老研施設ヒルトップ・ロマン)

浅野富子 (愛知県コロニー) 加藤 隆一 (慶懸義塾大学)

阿相陪晃 (都老人研) 加藤 聖 (金沢大・医・分子神経情報)

馬場 明道 (大阪大・薬・薬理学) 加藤 泰治 (名古屋市大・医・分子医研)

江頭 亨 (大分医大・薬理学) 加藤 尚彦 (横浜市大・医・生化学)

衛藤義勝 (慈恵医大・小児科) 加藤 武 (横浜市大・大学院・分子認識)

藤沢 仁 (旭川医大・生化学) 杵鞭 宏育 (石巻専修大・理工・生物化学)

藤田 忍 (三菱化学生命研) 北村邦男 (埼玉医大・生理学)

福永浩司 (熊本大・医・薬理学) 鬼頭 昭三 (兵庫大・附属研)

古川 昭栄 (岐阜薬大・分子生物学) 木山 博資 (旭川医大・解剖学)

五嶋 良郎 (横浜市大・医・薬理学) 小暮 久也 (脳機能検診センター)

芳賀 達也 (東京大・医・神経生化学) 高坂新一 (国立精神神経センター)

畠中 寛 (大阪大・蛋白研) 小池 達郎 (北海道大・大学院・行動知能学)

鳩谷 龍 (水口病院) 小宮 義建 (群馬大・医・分子病態学)

林 恭三 (岐阜薬大・分子生物学) 小山 司 (北海道大・医・精神医学)

日高弘義 熊倉鴻之助 (上智大・生命科学研)

東田 陽博 (金沢大・医・神経情報研) 郭 哲輝 (大阪大・医・薬理学)

樋口 宗史 (新潟大・医・薬理学) 栗原 正 (創価大・生命科学研)

平松 緑 (山形県テクノポリス財団) 栗山 欣弥 (京都府医大)

堀江秀典 (横浜市大・医・生理学) 黒田洋一郎 (都神経研)

井原 康夫 (東京大・医・脳研) 桑野 良三 (新潟大・遺伝子実験施設)

池中 一裕 (国立生理研) 松谷天星丸 (川村学園女子大)

井上和秀 (国立衛生研) 三木直正 (大阪大・医・薬理学)

井上順雄 (横浜市大・医・生化学) 御子柴克彦 (東京大・医科研)

石川 紘一 (日本大・医・薬理学) 三須 良実 (横浜市大・医・薬理学)

犠辺俊明 (都立大・理・生物化学) 三浦貞則 (北里大・医療衛生)

伊藤 仁一 (名古屋市大・医・生化学) 宮本 篤 (札幌医大・薬理学)
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宮本英七 (熊本大・医・薬理学) 小川 紀雄 (岡山大・医・分子細胞医研)

宮田 健 (熊本大・薬・薬物活性学) 荻田喜代一 (摂南大・薬・薬理学)

宮武 正 (昭和薬大・薬物治療学) 小口 勝司 (昭和大・医・薬理学)

溝部文夫 (大正製薬側総合研) 小倉 明彦 (大阪大・理・生物学)

溝ì~~ 睦彦 (愛媛大・医・神経精神医学) 大熊誠太郎 (川崎医大・薬理学)

毛利 哲郎 (北陸大・薬・生物活性) 大鹿 英世 (札幌医大・薬理学)

森 啓 (大阪市大・医・老年研究) 小鹿 幸生 (名古屋市大・医・内科)

森 則夫 (浜松医大・精神科神経科) 岡田 安弘 (神戸大・医・生理学)

盛政忠臣 (岡山大・医・神経内科学) 岡野 栄之 (大阪大・医・神経機能解剖学)

村上富士夫 (大阪大・大学院・基礎工・生物工学) 奥山 典生 (¥械フ。ロテインテクノスインスティテュート)

鍋島 俊隆 (名古屋大・医・薬剤部) 大西 博 (浅香山病院)

永井康雄 (C械ピーエフ研究所) 大平敦彦 (愛知県コロニー)

永井 克孝 (三菱化学生命研) 太田 明 (藤田保衛大・医・生理学)

長池 一博 (三菱化学側医薬開発部) 斎藤 章二 (日本大・医・総研)

永田 豊 (藤田保衛大・医・生理学) 斎藤 利和 (札幌医大・神経精神医学)

永津郁子 (藤田保衛大・医・解剖学) 佐野 輝 (愛媛大・医・神経精神医学)

永i幸俊治 (藤田保衛大・医・総合医科研) 佐野 護 (京都府医大・生物学)

中嶋 一行 (国立精神神経センター) 佐武 明 (長岡療育閏)

中嶋照夫 (仏教大・社会福祉学) 佐藤 修三 (佐藤神経内科クリニック)

中村重信 (広島大・医・内科) 佐藤 公道 (京都大・薬・分子作用制御学)

中村 俊 (国立精神神経センター) 仙波櫨治 (三重大・医・解剖学)

中村 泰治 (昭和大・薬・生物化学) 仙波りつ子 (愛知県コロニー)

中村 洋一 (愛媛大・医・生理学) 嶋津 孝 (愛媛大・医・医化学)

仲田 義啓 (広島大・医・薬効解析科学) 塩坂 貞夫 (奈良先端科学技術大・細胞構造学)

中谷一泰 (昭和大・薬・生物科学) 白尾 智明 (群馬大・医・行動分析学)

中山 孝 (横浜市大・医・生化学) 庄盛敏廉 (岡山大・医・神経内科)

直井 f言 (応用生化学研) 祖父江憲治 (大阪大・医・ハ守イオメテ*イカル教育センター)

西川 徹 (国立精神神経センター) 反町 勝 (鹿児島大・医・生理学)

西村 健 (甲子園大・栄養) 須田 治彦 (都医療技術短大・作業療法)

西尾 賓昭 (福山大・薬・応用薬理学) 鈴木龍雄 (信州大・医・加齢適応研)

丹羽 正美 (長崎大・医・薬理学) 田淵l和雄 (佐賀医大・脳神経外科)

野口 鉄也 (東邦大・医・生理学) 田口 淳一 (福岡大・医・人間生物系総研)

野村正彦 (埼玉医大・生理学) 平 英一 (大阪大・医・薬理学)

野村靖幸 (北海道大・薬・薬効学) 高橋正身 (三菱化学生命研)

額田敏秀 (都精神研) 高松 研 (東邦大・医・生理学)

小幡邦彦 (国立生理研) 高野行夫 (福岡大・薬・薬理学)

小笠原信明 (愛知県コロニー) 武田 雅俊 (大阪大・医・精神医学)
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竹田 稔 (昭和大・医・生化学) 上村敬一 (信州大・医・加齢適応研)

武富 保 (信州大) 植村慶一 (慶懸大・医・生理学)

竹内 宏 (岐阜大) 和中 明生 (福島県医大・生体情報伝達研)

玉井 洋一 (北里大・医・生化学) 渡遺 建彦 (東北大・医・薬理学)

田丸 政男 (鈴鹿医療科技大・医用情報工学) 矢部 千尋 (京都府医大・薬理学)

問中千賀子 (兵庫県高齢者脳機能研究センター) 山上 栄 (大阪市大・医・神経精神医学)

田中 英明 (熊本大・医学研究科・神経分化学) 山口 知子 (東京女医大・生化学)

田中 正敏 (久留米大・医・薬理学) 山本秀幸 (熊本大・医・薬理学)

田代 朋子 (群馬大・医・分子病態学) 山本敏文 (横浜市大・大学院・分子認識)

遠山 正粥 (大阪大・医学系研究科・機能形態学) 山内 卓 (徳島大・薬・生化学)

融 道男 (東京医歯大) 山脇 成人 (広島大・医・神経精神医学)

戸谷重雄 (慶藤義塾大) 柳i事 勝彦 (中部病院・長寿医療センター)

豊島 至 (秋田大・医・内科) 横山 和仁 (東京大・医・公衆衛生学)

津田 正明 (富山医薬大・薬・衛生化学) 米田 幸雄 (摂南大・薬・薬理学)

辻 省次 (新潟大・脳研) 吉川 和明 (大阪大・蛋白研)

内村英幸 (国立肥前療養所) 吉岡 充弘 (北j毎道大・医・薬理学)

植田 弘師 (長崎大・薬・分子薬理学) 合計175名
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神経化学会員有権者名簿

【A】 浅原弘嗣 藤井敏弘 合国雄二 橋本吉秀

阿部庚己 浅井秀敏 藤森観之助 五味慎太郎 橋本 豊

阿部充志 浅井清文 藤森 修 五嶋良郎 畑 文明

阿部憲男 浅井 聴 藤本一朗 後藤信一郎 秦 英代

阿部幸子 麻川武雄 藤本貞毅 後藤秀機 畑 直人

阿部隆志 朝倉幹雄 藤本征五 後藤 i享 畑 典男

阿部輝雄 浅見麻乃 藤野一郎 後藤希代子 波多腰正隆

阿部敏明 浅野昌雄 藤寄泰利 後藤昭彦 畠中 寛

安部川智浩 浅野富子 藤i峯 肇 桂全 畠中健一

足立淳 浅野 裕 藤沢 (H] 畑中道代

安達一真 浅沼幹人 藤津信孝 蜂須 貢 畠瀬 修

足立精本 阿相姶晃 藤島正敏 芳賀和子 鳩谷 龍

足立芳樹 粟野菊雄 藤代 博 羽賀誠一 八回慎一

相沢貴子 粟屋 日百 藤城正敏 芳賀達也 服部成介

安島綾子 東 土勾 藤田 忍 萩原正敏 服部達哉

赤川公朗 東 泰孝 藤田弘子 萩原達也 早原敏之

赤木宏行 【B] 藤田公和 j賓 尭夫 早石 修

赤池昭紀 馬場明道 藤田 輿 j賓登希子 林 秀樹

赤池 d中b、 馬場広子 藤田道也 浜田 i享 林 秀行

茜谷行雄 (C】 藤田精一郎 演田潤ー 林謙一郎

晶 利明 CACABELOS，RAMON 藤田正一 j賓口勝彦 林 謙介

秋山治彦 CAMPAGNPNI， A.T. 藤田雄三 j賓井盟子 林 浩平

秋山一文 千葉 晶 藤原道弘 演中裕喜 林 恭三

穐吉燦太郎 千葉厚郎 藤原智徳 浜之上誠 林 茂信

天野博夫 千葉賢三 深堀元文 浜上尚也 林田雅希

天野武彦 千原和夫 深間内文彦 韓 大健 日高弘義

安藤正人 近井高志 深津有吾 花田 進 秀 和泉

安藤 進 近岡洋子 福田英俊 花岡一雄 東 漸

安藤 泰 知久馬敏幸 福田賢司 飯田静夫 東田陽博

安楽 岡。 屋 翼龍 福田尚久 原 論吉 東山智子

青木英子 (0] 福井裕行 原田博之 樋口宗史

青木浩光 大松孝樹 福居顕二 原田正富 樋口 進

青木克子 土肥名月 福井義弘 原田信広 樋口輝彦

青木継稔 土肥敏博 福永浩司 原田智行 肱黒みどり

青野幸子 堂前純子 福生吉裕 原尻慎一郎 引地 充

新井 土居孝至 福良治彦 長谷川浩 氷見敏行

新井公人 (E] 福嶋伸之 長谷川宏幸 平林義雄

新井正一 江橋節郎 福内靖男 長谷川仁美 平藤雅彦

荒井好範 海老原達彦 古市貞一 長谷川一子 平井啓子

荒井裕一朗 江頭 ヲ' 古川 j青 長谷川和夫 平井久美子

荒川義弘 江川三生 古川昭栄 長谷川修司 平井みどり

荒木信夫 ELWAN， MOHAMEO 古川美子 橋井美奈子 平井基陽

荒木恵子 遠藤真澄 古田知久 橋本 保 平井俊策

荒木敏之 遠藤みどり 古玉大介 橋本篤司 平松正行

荒木 日 遠藤 泰 古塚大介 橋本恵理 平松 キま
荒木陽子 遠藤泰久 古屋茂樹 橋本泰道 平野 均

荒若繁樹 遠藤光俊 古家国子 橋本 土句 平野雅己

有賀敏夫 榎本理世 二木 啓 橋本喜次郎 平野雅士

有馬 隆 衛藤義勝 (G] 橋本誠一 平野修助

有松靖温 (F] 蒲生昌仁 橋本健志 平沼豊一

有賀 純 藤井美由紀 郷田治幸 橋本恒一 平島 豊
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平田洋子 五十嵐道弘 井上宏子 伊藤康一 金森憲雄

平田ゆかり 井口昭久 井上 桂 伊藤誠二 金津裕子

慶内雅明 井原康夫 井上和秀 伊藤龍生 金淳一郎

贋井豊子 飯田昌孝 井上幸紀 伊藤哲彦 金津美穂

慶中郁朗 飯田基之 井上正則 伊藤康宏 神庭重信

広田暢夫 飯田竜一 井上信博 伊藤芳久 神田知之

比留間弘美 飯島 節 井上順雄 伊東亜紀雄 金田典雄

久永欣哉 飯野年昭 井上 修 伊藤武彦 金子 厚

久永真市 五十嵐康 井上幸江 伊藤善規 金子 勲
久恒辰博 伊苅弘之 井上祥子 糸山泰人 兼子幸一

菱木知郎 井川玄朗 井上繁雄 岩森正男 兼子 直

菱沼文男 池辺紳一郎 井上慎一 岩本真知子 金光秀晃

等 誠司 池田久男 井上 組 岩崎克典 金野 i誰
宝意幸治 池田和正 井上 猛 岩崎光芳 金行孝雄

北条香織 池田 顕 井上 勤 岩崎進一 神野早苗

本間啓子 池田 真 井上芳郎 岩崎 靖 神野哲夫

本田千穂 池田正明 乾 誠 岩瀬 環 仮屋勝秀

本田英比古 池田正行 犬塚 貴 岩田恵美 仮屋哲彦

本田静世 池田幸弥 入谷克己 岩田 弘 笠原伸生

本藤久雄 池田修一 石橋 晃 岩坪 威 笠原友幸

本郷茂樹 池田淑夫 石田敦彦 伊f象雅臣 笠井久隆

本庄英雄 池田幸穂 石田松雄 泉 順吉 笠井陽子

本間秀樹 池亀 rτi丁， 石田美知子 [K] 笠間 透

本間健資 池本 敦 石毛久美子 加太英明 笠茂公弘

本望修 池中一裕 石郷岡純 門河敏明 柏原健一

本村明江 池内 R志 石黒英明 門多和広 柏木雄次郎
堀 英明 池内俊彦 石黒幸一 門田 健 片田栄一

堀 耕i台 生駒弘造 石黒麻利子 門屋利彦 片村能也
堀 誠治 今福 i享 石原高文 替地恭介 片岡喜由

堀 箕一郎 今川正樹 石井 晃 鏡山博行 片岡泰文

堀江秀典 今川正良 石井 豆量歪主ー 鹿川哲史 片山雅文

保理江智 今井伸一 石川光栄 加賀谷有行 片山禎夫

堀川 洋 今井嘉紀 石川紘一 加賀谷孝樹 片山泰一

堀越哲郎 今井祐三 石川巧ー 影山晴秋 加藤英政

星 直人 今泉和則 石川雅博 蔭山宏康 加藤兼房

細井理恵 今泉美佐 石川 リカ 甲斐利弘 加藤浩紀

細川斉子 今泉 玲 石川良樹 貝淵弘三 加藤みどり

細川 武 今泉茂樹 石丸裕久 開地泰介 加藤伸勝

細木俊宏 今津正興 石間憲昭 梶本康雄 加藤隆一

芳地 稲葉 真 石田外樹 梶田光春 加藤 聖

保住 功 稲垣千代子 石崎泰樹 柿木達也 加藤忠史

[I】 稲垣昌博 犠遺彰男 垣花 満 加藤泰治

茨木京子 稲山靖弘 磯部一郎 柿本泰男 加藤尚彦
井幡 巌 印南敏彦 犠辺俊明 柿固めぐみ 加藤 武
井端泰彦 稲生英俊 磯野藤男 鎌田裕樹 加藤寿章

市田成志 伊野美幸 板倉 誠 亀下 勇 加藤幸雄

市田竜也 井ノ口仁一 板野俊文 亀谷富由樹 加藤一麿

市丸保幸 井ノ口馨 伊藤英樹 亀山仁彦 勝元栄一

市村 f散 猪口隆洋 井藤英喜 亀山正邦 桂 昌司
一瀬 宏 井上明宏 伊東秀記 亀山 勉 川端昌弘
市山 新 井上敦子 伊藤 尚 神鳥和代 河岸重則

出宮一徳 井上 敦 伊藤仁一 神谷大雄 川口正二郎
五十嵐貢一 井上治久 伊藤和光 金松知幸 川口 毅
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河原 博 北原功雄 児島伸彦 黒田洋一郎 増田 達

川原正博 北烏哲子 小町裕志 黒田陽子 升村 誠

川井 薫 北村邦男 駒井清暢 黒川昌子 増山善明

川合述史 北村 勝 駒野宏人 黒川正則 俣賀宣子
川上秀史 北村 登 小松真紀子 黒木 淳 松原 守
川上 倫 北村佳久 小宮義建 黒木貴夫 松原良次

川北幸男 北中純一 小森賢一 黒木俊秀 松原繁広

川又敏男 木谷健一 甲村英二 黒j華美枝子 松林弘明

川本 進 木谷隆子 小牟櫨修 車 勇 松田啓一

川本洋一 北山 功 近 一夫 車地暁生 松田正司

河村克彦 北山滋雄 近藤和博 九島洋一 松田敏夫

JlI村将弘 鬼頭昭三 近藤啓次 楠戸正子 松田義宏

川村勇樹 鬼頭純二 近藤慎二 楠見明弘 松田芳人

川名明夫 木内祐二 近藤威史 久住一郎 松井ふみ子

川浪祥子 木山博資 近藤智善 楠 進 松井秀樹
河野輝昭 j青i幸和弘 小西博行 桑原 紀 松井宏晃
川寄弘詔 清田一民 小笹貴史 桑島吾郎 松井太衛

河瀬恵信 小林靖男 越川憲明 桑野良三 松井崇裕

川島育夫 小林 央 小谷政晴 葛谷博磁 松井徳造

川島誠一 小林和夫 小谷泰教 [L) 松居 徹

川嶋信吾 小林和人 小山 司 李 英培 松井利充

河田光博 小林正明 小山 豊 李 憲 松川則之

数野 康 小林三和子 小崎俊司 李 利彦 松川 通

慶野宏臣 小林睦博 小j宰 修 李 愛軍 松倉 茂

木戸 薫 小林良二 九穂泰三 [M) 松倉竹雄

吉川 潮 小林 耳志 久保孝夫 馬 福海 松宮輝彦

菊池 章 小林 秀 久保武一 町出 充 松本 明
菊地哲朗 小林哲幸 窪田和興 前田英勝 松本 7じ
菊池 裕 小林 f敵 久保田正春 前田信明 松本 出

金 哲照 小林利雄 久保田信雄 前田典昭 松本 j青

金 振蔦 古茶友二 工藤 喬 前固定秋 松本真知子

木村暁夫 児玉浩明 工藤佳久 前原光夫 松本昌泰

木村文治 児玉俊夫 久木野和暁 前川睦子 松本峰男

木村 宏 児玉芳夫 熊谷善弘 前川昌平 松本光比古

木村和弘 古賀 耳主 熊倉鴻之助 前久保邦昭 松本光之

木村美佐 鴻上 繁 熊西敏郎 前野浩巳 松本清治

木村光利 小暮久也 熊沢武志 前山一隆 松本 孝

木村尚博 小暮美樹 園井修一 向島竹彦 松本 陽

木村定雄 高 昌星 圏松輝仁 牧 正文 松本禎明

杵鞭宏育 高 直義 園見由佳理 牧村瑞恵 松村末夫

木下 博 小浜一弘 久野貞子 牧野俊彦 松永 ナp4  

木下徳久 椛本芳郎 久野高義 高木 1告 松永雅美

木岡哲郎 河野康子 郭 哲輝 丸井幸之助 松野聖

切池信夫 郡山達男 倉知 正 丸野内様 松岡一郎

桐生寿美子 高坂新一 倉橋 寿 丸山悦子 松岡邦枝

木皿憲佐 小井田雅夫 倉石 泰 丸山博文 松浦弘治

岸川秀実 小出 直 倉光正春 丸山 敬 松島 宏

岸本英爾 小池達郎 栗原悦雄 丸山和佳子 松下兼介

岸本鎌一 小糸寿美 栗原堅三 丸山悠司 松下正明

岸本年史 小泉信一 栗原 正 真砂敦夫 松下睦佳

岸野晶祥 小泉修一 栗野雅仁 間瀬光人 松下幸生

北田千恵子 小嶋久子 栗山欣弥 増子博文 松谷天星丸

北川一夫 小島直也 栗山 勝 増田誠司 馬渡一浩
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目黒謙一 水野 昇 諸井佳代子 中川敏幸 中谷篤史

道川 誠 水野憲一 諸問 弘 中川 豊 中塚雅雄

三枝理博 水野鍾二 本橋伸高 中川原章 中谷一泰

美原 盤 水野哲也 本池俊行 中原辰雄 中矢直樹

三原洋祐 水野美邦 撫井弘二 中平健祐 中山 洋

三木浩司 水島秀勝 村井為敦 中井真通 中山 均

三木直正 水田英二 村上 章 中井康光 中山たかね

三木新也 水谷顕洋 村上富士夫 中嶋秀満 中山 孝

御子柴克彦 水谷昭弘 村上健一 中嶋秀人 中山靖久

三国雅彦 望月大介 村上直也 仲嶋一範 中安博司

三森康世 望月 るり子 村上信五 中嶋一行 中j幸秀嘉

三村俊二 望月貴年 村上善紀 中島光業 中沢一俊

三村雄一 毛利哲郎 村川雅洋 中島 孝 中沢欽哉
三辺義雄 桃井真里子 村本和世 中嶋照夫 中沢恒幸

南 雅文 桃井 隆 村岡新一郎 中島 透 波間美佐子

南 勝 百木忠久 村崎欣子 中条茂男 南木浩二
南 正康 桃生勝巳 村瀬真一 中木敏夫 直井

湊川洋介 ホオ水ミニ 厚文 村烏善也 中村明弘 楢林博太郎

箕越靖彦 ?オ?本ミ= 啓 村竹辰之 中村文裕 楢原正則
三須良実 ヨオヂ木〈 一也 村山美由紀 中村 肇 成i峯邦明
三田俊夫 森 啓至 村山 洋 中村博彦 成瀬 浩
三竹重久 森 憲作 村山俊彦 中村和彦 夏苅直己
三谷 章 森 浩一 室田誠逸 中村和生 根木哲郎

光本泰秀 森 惟明 室屋賢康 中村陸郎 根岸輝彦
三ツ汐 j羊 森 昌朋 武藤 厚 中村重信 根本康夫
三浦貞則 森 真由美 武藤多津郎 中村静雄 新川久義
三輪正人 森 則夫 [N) 中村 俊 新島 旭

宮地栄一 森 也三玉与三 鍋 島俊隆 中村岳史 西彰五郎

宮岸 勉 森 秀治 長藤寿昭 中村泰治 西堀正洋
宮嶋雅一 キオ木℃ 徹自 永井克也 中村洋一 西国 朗
宮川明久 森口 聡 永井康雄 中村 祐 西垣 裕
宮川太平 森井博史 永井克孝 中牟田弘道 西川千恵子

三宅正治 森井 研 永井義隆 中西亜紀 西川正雄

宮本 篤 森川将行 長池一博 中西純一 西川 f散
宮本英七 盛政忠臣 永尾雅哉 中西圭子 西木禎一

宮本侃治 森本 宏 長尾省吾 中西左登志 西村範行

宮本 修 森本一良 長嶋和郎 中野紀和男 西村成子
宮本聖也 森本 i緊 永田栄一郎 中野浩一 西村 健
宮本茂昭 森本昌史 永田悦子 中野 稔 西村 康
宮野和子 森本高子 永田 豊 中野亮一 西野幸典

宮岡 剛 森野忠夫 永津郁子 中野哲史 西沼啓次

宮下 理 森信 繁 永i幸俊治 中野重徳 西尾チカ

宮田 健 森尾保徳 永山治男 中尾純治 西尾康昭
宮田雄平 森島義行 永山素男 中尾 真 西江 弘

宮武 正 森下理香 永吉道子 中尾慎一 西崎 純

宮崎博文 森田克也 内藤通孝 中岡大樹 西j幸正豊

宮崎育子 森田恭二 内藤 宏 中島 昭 新田淳美

三好理絵 森田規之 中出真嗣 中島邦夫 丹羽正美
溝部文夫 森田誠治 中福雅人 中城有喜 丹羽雅之
溝i剃真人 森田真次 中川一夫 中田博子 野田恭平
溝湖睦彦 森田貴雄 中川滋木 中田裕康 野田百美

水智 彰 森田勇二 中川 猛 中田直樹 野田昌晴
水野有武 森山芳則 中川照丈 仲田義啓 野田昌邦
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野田幸裕 大野和茂 大野知親 斎藤 先 佐藤好威
野上予人 大迫俊二 小野朋子 斎藤茂治 佐藤裕久
野川 茂 大鹿英世 小野常彦 斎藤 繁 佐藤公道

野口鉄也 大島章子 小野寺宏 斉藤 優 佐藤元信

野口知雄 太田 章 大星博明 斎藤章二 里見大作

野路久仁子 太田英正 大平敦彦 斎藤多久馬 j尺 愛子
野倉一也 大田和美 大村 裕 粛藤利和 i事 明
野本享資 太田晃一 大津郁朗 斎藤義樹 J事 j且

野村和弘 太田光照 長田賢一 斎藤祐見子 津田 誠

野村恭一 太田 茂 小山内たか 斎藤朋子 瀬川富朗

野村正彦 大江瑞恵 長内嘉文 斉藤佳子 関 周司

野村総一郎 大石一彦 大津圭子 坂井研一 関本澄人
野村靖幸 大泉信行 大嶋明彦 酒井久美子 関根(藍湾)陽子
野々村健 小鹿幸生 大島岳夫 榊 孝之 関谷 紫
野崎順久 同淳一郎 小薗江浩一 榊原伸一 仙波種治
野j事 歩 岡美智子 大杉 武 坂本恵一 仙波純一

野沢義則 岡 哲雄 大須賀伸佳 坂本 女~ 仙波 りつ子
額田敏秀 岡田正路 太田 明 阪中雅広 妹尾 洋
貫名 コ三仁ミ 岡田三津子 太田深雪 崎村建司 脊山洋右
i昆田 隆 岡田元宏 太田典子 佐久間充弘 柴 玲子
沼知陽太郎 岡田仲太郎 太田雪子 桜田 亨EF三f 芝軒信次
【0] 岡田 尚志郎 大谷邦彦 桜田 忍 柴崎 尚
小原昭作 岡田安弘 大谷義夫 桜川宣男 柴田家門

小原嘉彦 岡田泰士 大津 洋 樫井栄一 柴田 護

小幡邦彦 岡本治正 大塚康史 棲井映子 柴田幸雄

小田温子 岡本久代 大槻秀夫 桜井洋子 柴山健三

尾田富一郎 岡本 小山文隆 三五一憲 i崖谷治男
小田 毅 岡本慶子 小山勝幸 佐野 輝 渋谷 健

小渡 敬 岡本 基 大屋敷孝雄 佐野公彦 七戸 真
大金信夫 岡本泰昌 尾崎昌宣 佐野 護 茂野 卓

小笠原信明 岡本右滋 尾崎直子 佐野 昇 重吉康史
尾形直則 岡村 均 尾崎宜洋 佐野慎一郎 島田昌一

小川紀雄 岡野栄之 小津寛樹 猿木 f言裕 島本啓子
小川| 智 岡野幸雄 小津健太郎 笹原洋二 島津邦男

小河原緑 岡崎英雄 小津光一郎 笹川展幸 嶋津基彦

荻原政彦 岡崎宏司 [R] 佐々木和彦 嶋i掌 孝
荻田喜代一 岡崎勝男 任 進 佐々木和男 清水博喜
大郷 真 大河内正康 RICHARD， NATHAN 佐々木健一 清水浩光

小口勝司 大久保修 相P 鍾薫 佐々木隆造 清水宏俊

小倉明彦 大窪忠利 [S] 佐々木 洋 清水 遵

大黒一哉 屋田 修 佐伯清美 佐々木幸生 清水信義

大原浩市 大熊康修 SAFFEN，DAVID 貴家康男 清水範夫

大庭幸子 奥村秀雄 佐賀 寛 佐武 明 清水孝雄

大林克巳 奥野悦生 佐賀信介 佐藤厚子 清水達夫

大段正司 奥野正景 佐原正明 佐藤淳子 清水輝夫
大石一茂 奥野幸子 佐原成彦 佐藤嘉兵 清水淑子

大川 j青 奥山治美 西道隆臣 佐藤和夫 清水義雄

大熊誠太郎 奥山洋章 西保 j青史 佐藤圭子 下i兵 {変
大熊勝治 奥山典生 西須英雄 佐藤康二 下条雅人

大森哲郎 大森 彬 斉藤史明 佐藤 真 下川雅丈

大森友明 大西 博 斎藤 j告 佐藤麿人 下村 ザριー

大本尭史 小野秀樹 粛藤巨志 佐藤道夫 下村登規夫

大野紘字 小野富男 斎藤尚亮 佐藤修三 霜里和朗
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下山 誠 菅谷慶三 田島稔久 竹居光太郎 谷山紘太郎

品川理佳 杉本 晃 高田尚幸 武井延之 田沼直之

新郷明子 杉本 央 高田吉弘 竹村晴夫 田岡万悟

新野秀人 杉崎哲朗 高寺恒雄 竹村基彦 田代謙一郎

篠田 純 杉田秀夫 高垣玄吉郎 竹中敏文 田代朋子

篠田雅彦 杉田倫太郎 高城昭紀 竹島多賀夫 楯林義寛

篠田友孝 杉田竜太郎 高木裕子 竹下司恭 楯林義孝

篠原一之 杉谷加代 高木博司 武富 保 立石カヨ子

篠原 ナ>'-4 杉 浦弘子 高城啓一 竹内 宏 立石紀昭

篠村徹太郎 杉山仁視 高木俊博 竹内正吉 辰見 一1品文~ 

篠崎温彦 杉山昌一 高木 勉 竹内 裕 辰元宗人

新谷 太 須原哲也 高木芳夫 清i 孝雄 龍野 徹

新家一男 鷲見芳彦 高原ひろみ 瀧尾績士 寺田恭子

塩田清二 須永克佳 高橋 章 滝沢 昇 寺田庄一

塩江邦彦 決l脇 寛 高橋秀夫 田熊一敏 寺川 進

塩坂貞夫 鈴木映二 高橋久英 玉井洋一 寺岡 葵

塩田富紀子 鈴木恵理香 高橋純子 田丸政男 寺j宰 求
塩田邦郎 鈴木秀典 高橋慶吉 田丸輝也 寺島 明

塩崎一昌 鈴木二郎 高橋清久 玉谷実智夫 寺内昭子

塩津俊一 鈴木克治 高橋正身 田村 晃 手塚隆夫

調 恒明 鈴木健二 高橋 恵 田村明敬 千谷晃一

白井俊孝 鈴木邦彦 高橋美枝 田村潤一 戸部昭広

白井 豊 鈴木 異 高橋 {言明 田村翼理 戸部 倣

白石哲也 鈴木政美 高橋俊一 田村 亨 当別当健司

白川 J台 鈴木 勝 高橋哲也 田中千賀子 戸田啓介

白尾智明 鈴木倫保 高橋 事力 田中晴美 戸田健一

白崎竜一 鈴木伸宏 高橋康夫 田中英明 戸田正博

白崎康文 鈴木 修 高橋義人 田中祥裕 戸田茂樹

白津信行 鈴木竹雄 高井品子 田中健一 東藤直樹

白沢卓二 鈴木岳之 高井義美 田中喜久子 富樫広子

白瀧博通 鈴木龍雄 高松 研 田中康一 東田道久

城洋志、彦 鈴木康夫 高見健治 田中耕太郎 遠山正嫡

志、塚ふじ子 鈴木義之 i高宮考悟 田中 真 遠山陽子

庄盛敏廉 鈴木裕介 高村千鶴子 田中正彦 砥出勝雄

小豆原秀貴 鈴木 主些ヨ邑ー 高野行夫 田中正敏 東俊英明

司 秋生 錫村明生 高尾芳樹 田中 亮 東候伸一郎

祖父江憲治 [T] 高瀬貞夫 田中佐知子 土岐員一郎

曽我智子 田平 武 高島明彦 田中聡一 徳田雅明

曽我部肇 田淵明子 高島秀敏 田中秀逸 徳田隆彦

相馬 田 ì~U 和雄 高嶋修太郎 田中隆彦 徳光幸子

曽我部正博 田 ì~U 雅宏 高山千利 田中稔久 徳永尚司

相馬俊子 立花陽子 高山房子 田中利男 徳武 者仁3千

染井宏祐 多国博史 高山清茂 田中康一 徳山尚吾

曽根三郎 多国国利 高柳哲也 谷 宗英 冨永康浩

宋 時栄 多国祥子 竹林 実 :fr 吉弘 富田博秋

反町 勝 只野 武 武田 篤 谷川元紀 富田 稔
外松明美 多賀福太郎 竹田二美代 谷口弘樹 富山勝則

須田治彦 因子久夫 武田弘志 谷口寿章 朝長正道

須田 功 田口淳一 武田雅俊 谷口 謙 遠山育夫

須田喜久夫 田口隆久 竹田 稔 谷口泰造 融 道男
須藤慎治 回井 直 武凹俊彦 谷口隆之 東田千尋

菅原 恵 泰地睦夫 武田泰生 谷向 生日 東原和成
菅原正伯 平 英一 武田 康 谷浦秀夫 戸谷重雄
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豊島 至 植村秀治 矢部千尋 山下拓史 吉川政己
坪川達也 植村富彦 薮内洋一 山下樹三裕 吉見建二
坪倉省吾 1昆 同春 八木勇三 山下元司 芳本信子

土田晃敬 上西国宏 山田浩司 山下 正 吉村和法
土田哲也 上野正孝 山田久夫 山下達朗 吉村敬一
土橋宣昭 植野信水 山田和雄 山下康子 由村健夫

土屋 洋 上野隆司 山田和男 大和谷厚 吉村好之
津田和志 上野 耳念 山田清文 山磨康子 吉野 英

津田 ナ~ 上野修一 山田麻紀 山津 j青賓 吉野浩代

津田正明 植月太一 山田真久 山内理充 吉野昌孝
津田守弘 宇井理生 山田正信 山内 卓 吉岡充弘

津田基之 鵜飼清治 山田雅司 山脇正永 吉岡 昇

i章賀浩史 鵜飼 i歩 山田通夫 山脇成人 吉岡 亨

辻 浩司 梅北峻ー 山田尚登 山脇泰秀 楊 常青

辻 元宏 梅津邦彦 山田佐登留 山崎異津美 湯浅龍彦

辻 繁勝 浦上克哉 山田茂人 柳川右千夫 由布克巳
辻 省次 j甫中 i享 山田 孝 柳j事勝彦 湯口貴導

辻 主芳耳与す一一 字佐美美穂子 山田芳輝 谷内一彦 湯川素子
j土 輝之 牛込彰彦 山上 栄 柳瀬尚人 結城伸券

辻村 敦 生塩之敬 山上 '悟 八十島講二 湯元 昇

辻村良太郎 蔓 51.. 山形要人 保田 稔 [Z] 
辻田隆一 内海 晃 山形一雄 安田好美 前正秀宣
塚田秀夫 内海裕也 山肩葉子 保田好信 ZHANG川AN
塚田裕三 [w] 山口和彦 安原

塚本卓治 和田千鶴 山口和政 安波道郎

津島宏美 和田博夫 山口三千夫 矢崎貴仁

筒井 研 和田 博 山口幸子 横越英彦
筒井公子 和田尚子 山口時男 横井 功
堤 圭介 和田哲幸 山口知子 横尾秀康

堤 哲之 若穂囲徹 山口宜秀 横田 司
継 泰城 若松佳子 山国 f散 横谷 昇
[u] 若本寛起 山門 言成 横山ちひろ

内田和久 若田部博文 山川民夫 横山秀克

内田幸宏 脇 初枝 山森周子 横山和仁

内田修次 脇 道典 山本明広 横山 茂
内田庸子 和中明生 山本秀樹 米田 博

内田洋子 藁科 彬 山本秀子 米田託成

内村英幸 渡部和彦 山本秀幸 米田幸雄

内富庸介 渡部昭仁 山本繍子 米原典史

内薗耕二 渡辺明子 山本勝信 米川 賢
上回周一 渡辺英治 山本隆宣 米増知子

植田弘師 渡辺えり 山本敏文 米沢 猛

上回 浩 渡辺正知 山元俊憲 依藤史郎

上回恵一 渡辺雅幸 山本恵史 吉田 明
上回啓司 渡部正行 山本由美子 吉田弘美
上田健治 渡辺貴夫 山中康光 吉田 博
上田園寛 渡辺高志 山西嘉晴 吉田一成
上原 孝 i度遅建彦 山之端万里 吉田 敏
植木孝俊 渡漫利明 山岡久也 吉田寿美子
上村敬一 渡辺康裕 山岡功一 吉田武美

植村慶一 渡辺泰男 山岡貞夫 吉田幸宏

植村研一 渡辺恭良 山崎英智 吉田 豊
上村尚人 [v] 山下 明 吉川和明
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アンケート回答用紙(各設問にご回答の上、同封の返信用封筒に入れ、投函下さい)

A.会員歴について

l、あなたの年齢は?

1) 30歳以下 2) 31-40 3) 41-50 4) 61歳以上

2、あなたの会員歴は?

1) 5年末満 2) 5-10年 3) 10-20年 4) 20年以上

3、評議員ですか? 1)はい 2 )いいえ

4、専門領域は?

1)基礎医学 2)臨床医学 3 )歯科 4 )薬学 5 )理学 6 )獣医・農学

7)工学 8 )その他(

5、今回の合同大会に参加しましたか? 1 )はい 2 )いいえ

6、神経科学学会にも所属していますか? 1 )はい 2 )いいえ

ー
キ
リ
ト
リ
;

B.演題について
l、神経化学会に演題を出しましたか? 1 )はい 2 )いいえ

2、神経科学学会に演題を出しましたか? 1 )はい 2 )いいえ

3、演題の分類は適切でしたか?

1)はい 2 )いいえ(ご意見:

4、今後、神経化学会の抄録は今回のように短くしてもよいですか?

1 )はい 2 )従来の長さの抄録を希望する

3 )その他(ご意見:

5、神経化学会では従来のデータを含む抄録、レフリー制度、 20分の発表時間の形式を復活すべき

ですか?

1)はい 2 )いいえ(ご意見:

6、その他のご意見(

C.合同大会について

l、合同大会はあなたの期待通りでしたか?

1 )はい 2 )いいえ(ご意見:

2、期間(3日間)は適当でしたか? 1)はい 2)いいえ

3、単独の神経化学会では得られなかった知識を得たり、人に会うことができましたか?

1)はい 2 )いいえ

4、今後とも、神経科学学会との合同大会を希望しますか?

1)はい(頻度をお書き下さい 2)いいえ

5、もし可能ならば、神経科学学会以外のどの学会と合同大会を希望しますか?

6、神経化学会と神経科学学会の違いはどこにあると感じましたか?

7、その他のご意見(





D.発表および内容について
1、ポスターは良かったですか? 1 )はい

2、ポスターで十分な討論はできましたか? 1)はい

3、合同大会での口頭発表を希望しますか? 1)はい

4、どのシンポジウムおよびミニシンポジウムに興味がありましたか?

(2ケまで:

5、あなたはシンポジウムに何を期待して、参加しましたか?

1 )学問の動向 2) 自分の関係領域の最新知識

3 )自分の専門以外の分野の知識 4 )シンポジスト個人

5 )その他(

6、チュートリアルセミナーはよかったですか?

7、公開シンポジウムに参加しましたか?

8、他にどのような企画を学会に望みますか?( 

1)はい

1)はい
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2 )いいえ

2 )いいえ

2)いいえ

2)いいえ

2)いいえ

E.神経化学会の今後について

1、神経化学会は、新しい情報を得たり異なる人達との交流を深めるのに機能を果たしていますか?

1)はい 2 )いいえ

2、神経化学会を活発にするには今後どうすれば良いでしょうか?

(ご意見:
キ
リ
ト
リ
3、神経化学会の発展のために、今後どのような学問領域が重要となってくると思いますか7

4、現在、評議員会は機能していませんが、どのような役割を持たせるべきですか?

5、神経化学会は、若手の研究者養成に熱心ですか?

6、神経化学会奨励賞の設置を希望しますか?

7、神経化学会は、独自のJournalを持つべきだと思いますか?

1)はい 2 )いいえ(ご意見:

1)はい

1)はい

8、北米Neuroscience学会に参加したことがありますか7

9、その他のご意見(

1)はい

F.その他、なんでも結構ですからご意見をお書き下さい。

2 )いいえ

2 )いいえ

2 )いいえ





編集後記

学会誌「神経化学J37巻4号をお届けいたします。
1998年は神経化学会にとって記念すべき年でありました。神経化学会と神経科学学会の合同大会開催を試み

たことが神経化学会の将来にどのような意味を持っか、小宮理事長の巻頭言にあるように今後の議論を踏ま

えて歴史が示していくのでしょう。本号では、今回開催された合同大会についてのアンケートが含まれてい

ます。会員諸氏の評価が今後の方向に大きな意味を持っと思いますので、回答に是非ご協力をお願いいたし

ます。このアンケートの結果は、次号でまとめて掲載できる予定ですが、それに先立ち、学会見聞記の中で

4名の方に合同大会印象記を執筆していただきました。皆様がアンケートに回答される際に貴重な参考とさ

れても良いでしょう。それぞれ率直な見聞記を有り難うございました。また、合同大会の評価の他に、本会

独自の公開シンポジウムが2回目を終了したわけですので、今回のオーガナイザー・柳津先生に第2回公開

シンポジウムの開催経験を踏まえて、今後の公開シンポジウムのあり方などについて執筆をお願いしました。

その他、ご多忙中にも関わらずご協力を頂いた執筆者各位に厚くお札を申し上げます。本号以降にも、原稿

をお寄せ頂いたら本誌上を活発な討議の場とすることが出来ます。会員の皆様からの活発なご寄稿をお待ち

しております。

(文責:熊倉鴻之助)
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